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。主要な施策の成果

地方自治法第 233条第 4項の規定に基づき、平成元年度目野市一般会計

及び各特別会計における主要な施策の成果について報告します。

平成 2年 9月

日 野 市 長 森 田 喜 美 男

主要な施策の成果

1 .総 括

平成元年度の歳入決算は、普通会計で 432億 6，900万円で前年度比 8.7 % 

の伸びとなった。中でも構成比で57.1%を占める市税は、 1%の増加率で前年

とほぼ変わりがない。これは個人所得割や固定資産税が順調な伸びを見せては

いるものの、 63年度で大きく増収になった法人税割が元年度ではその決算額を

維持するに止まったのと、前年度土地高騰ではね上がった譲渡所得が沈静化し

たことによる。

国庫支出金で 11.5%、地方債で30.9%の減少があったが、消費譲与税で 4億

3， 400万円、利子割交付金 5億3，900万円、土地売払収入 15億 9，900万円、収

益事業収入 3億 2，400万円などの増収があり、全体ではかなりの伸びを確保し

ている。

また、国庫支出金の削減が相変わらず地方財政への負担増を強いている口昭

和60年度から始められたこの影響額は、累計約21億円にも及んでいる 。

一方、歳出決算は同じく普通会計で 419億 4，700万円となり、前年度比 9.7 

%とこれも伸びている。これは日野市基本計画の前期最終年度にあたって、各

分野における諸施策を実現させたこと 口特に区画整理事業、 17億増、特別養護

老人ホーム建設に 9億8，00万円など、都市基盤整備と老人施策に支出の増大が

著しいことが特徴だ。

次に、主要な財政指標を見ると、財政構造の弾力性を示す経常収支比率は

69.5%で前年度 (69%)とほぼ横ばいで良好な水準を保っている。公債費比率

も昨年の 10.6%から 9.3%と更に健全化している。これらの原因は、利子割交

付金の創設、税等経常的収入の伸びと経常経費の節減による経常収支比率の良

化が考えられる。また、公債費比率の良化はここのところ毎年行っている繰上

償還と標準財政規模の増によるところが大きい。

2 .主な事業の報告

平成元年度の主な事業について、 「緑と文化の市民都市」の実現に向けた 、

5つの基本目標(施策の体系)に沿ってその成果を報告する 。



(1) .生きる喜びを創り出す健康と福祉のまち

平成元年度は、我が国の本格的な高齢化社会到来という状況を反映して、日

野市においても老人福祉への対策にいよいよ比重を置きはじめた年だといえる。

中でも、京王高幡不動駅至近で浅川沿いに今年度完成した「特別養護老人ホー

ム浅川苑」は、その第一段階の施策として重要な意味をもっている。 iひとり

暮らし老人緊急通報システム Jでは、在宅老人が緊急の事態に際して、消防署

に連絡することによって地域協力員の援助を得られるようになり、 「老人見舞

電話 J は地域社会と交流が乏しくなりがちな老人に対して、安否の確認と孤独

感の解消を図り、 「ねたきり老人等寝具乾燥 Jでは健康で快適な生活が送れる

よう衛生環境の保持に努めた。生きがい のある生活という側面では、 「シルバ

一人材センター」を新築し、これまでの経験と能力を充分に発揮し、働く機会

を確保するための拠点づくりをおこなった。 i~)きいき体操教室」も腰痛やボ

ケ等の予防のために始められたものだが、体を動かす楽しみや、ふれあいの場

としてなかなか好評だ。

また、元年度から特に、老人入院共済事業特別会計を設け、 70才以上の会

員が入院した際に見舞金を支給し、入院費用を軽減して老人福祉の増進に寄与

することができた。

老人と並んで、社会的弱者といわれる心身障害者に対する施策も大切である。

今年度は多摩市にある「島田療育園に lベット確保J し、介護者の急用や事故

あるときの緊急施設として対応を図った口 「視覚障害者ガイドヘルパー」が付

き添いして重度の視覚障害者が外出する際の安全確保をし、 「手話通訳者奉仕

員手書き電話設置」で聴覚障害者と手話通訳者とのコミニュケーションができ

るようになり、日常生活の不安を解消させることができた。

子どもたちのために、従来一小、仲田小二校分併設で育成していた学童クラ

ブについて、新たに「ー小学童クラブ」をっくり、入所希望者全員を措置でき

るよう整えた。 iじゅんとく学童クラブ」についても、潤徳小の教室内に設置

されていたものを新たに同校敷地内に設けて、本来の目的が果たせるよう努め

fこ。

保育園関係の施策としては、 「保育所における乳幼児健全育成相談」を始め

た。認可保育園近所に住む乳幼児を抱える親にとって、子育てに関する身近か

な相談窓口として好評である 。 また、近年通勤時間、通勤事情の変化に伴って

保育時間の延長が社会的問題となっていることから、今年度から民間保育園

2園で AM7: 0 O--PM7: 00の「延長保育 J を始めたが、これにより、
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二重保育や勤務をやめるなどの事情が解消されてきている。

健康で安心して暮らせる保健医療では、従来の検診に加え、新たに 「肺がん、

乳がん」を加えて早期発見に努めた。市立病院では、 「脳波計、 X線撮影、外

科用 X線テレビ」の各種装置を整えて、患者にも医者にも良い条件で治療が行

えるよう配慮した。

そして、元年度は特に、消費税が導入された初年度に当たったことにより、

「臨時福祉特別給付金 J として福祉年金受給者などの各種受給者を対象に、 l

万円を支給した。

(2) .豊かな人間性を育てる教育と文化のまち

教育施設の整備という側面から、ここ数年かなりの金額的需要がふくらんで

いる。特に、学校施設の老朽化によるものが顕著で、中には建物そのものの改

築まで必要な事態が生じている学校もある。 i五小の改築」は日野市では最も

早い施設の改築で、元年から 2年にわたる大事業である。校舎等の改造、改修

では、 「百草台小体育館 J i潤徳小体育館 J i一小建具 J i八小屋上防水」

「高幡台小暖房 J r二小建具設計 J i四小校庭」などである。また、中学校給

食施設としては最後になった「三中給食室、食堂新築 J を行い、 「余裕教室活

用J として滝合小で行われた。

新しい時代の要請に応えた教育方法開発のために、 「指導法改善研究 J を行

い、一人ひとりの子どもの個性を尊重する研究などを行った。

三沢、百草、落川地域には図書館がないため、 i (仮称〉百草図書館」を設

置して市民の教養、娯楽の充実に努めた。

最近、スポーツ、レクリエーション、野外活動の施設の充実が市民要望とし

てあげられているが、青年層を対象にした r(仮称〉安曇荘の設計」を行い、

“少年の森"としては「大成荘改築の基本設計 」を行った。

勤労青年層のスポーツの場を拡大するために「三中校庭に夜間照明設備とク

ラブハウスを新設」し、これで中学校 5校で照明設備が完備された 口 また、今

年度から市立小中学校全校で「体育施設の開放 J を完了し、用具等の条件も整

えて地域住民が身近な所でスポーツが楽しめるよう対応した 。多摩川グ ラウン

ドには老朽化して使用不能になっていた管理棟があったが、よりグランドに近

い所に 40名まで収容可能なミーテイングルームを含む 「管理棟を新設」 して

安心して野球などが楽しめるよう配慮した。

そして、生涯学習に対する要望に応えるために、万願寺区画整理地内の保留
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地を買収して複合文化施設 r(仮称)浅川公会堂 J のための用地を取得した。

(3) .自然と調和する安全・快適なまち

自然 ζ 調和する快適なまちづくりを実現するためには緑あふれる美しい環境

づくりが大切である口 「公園緑地の維持管理Jをはじめ、元年度では特に「四

ツ谷下東公園改良 J r神明上第 11緑地圏路整備 J などのほか「コミュニティ

花壇を 2カ所設置 J して花と親しめる安らぎのある空間づくりを行った。また、

「緑地用地取得 J r平山小外周緑化 J r盆坐邑廷J r緑地管理 J rみどりの登

録樹補助 J r植樹帯設置」などを行って緑の維持、緑化に努めている。

美しい環境を守っていくためには、清流、親水事業の諸施策を推進すること

が大切だが、初年度として「ふるさとの水辺活用 J事業ということで行われた

今年度は、将来の水辺活用に向けて基礎的な資料を得ることができた。同時に

「用水水質分析 J r湧水現況調査」なども行って現状把握、汚濁の解決に向け

て情報収集できた。

自転車、歩行者専用橋としての r(仮称)二番橋築造 J は来年度の完成へ向

けて築造にかかっている。昭和 58年に事業認可を得てこれまで用地買収に努

めてきた「都市計画道路3・4・14号線 Jは今年から築造にかかることができ吹上

地域から都道までについて平成 3年度完成に向けて工事が進められている。

豊田駅南口の街づくりのために、 「市街地再開発事業化検討調査」を行った。

また、日野市全域を対象に「土地利用基本計画策定調査」を行って長期的な視

野にたつ目標、方策、整備の基本調査を行い 2カ年に渡って行われる。

市営住宅の建て替えは、 「向川原団地市営住宅」で第 3期 4年間の最終年度

に当りすでに完成し、第 4期の工事も着手している。

都市基盤整備として、土地区画整理事業が進められているが、万願寺地区で

「区画街路築造J と「水路の築造」を行い r145棟の建物移転 Jを実施した。

高幡地区では、 「区画街路 J r水路の築造」のほか r15棟の建物移転Jを終了。

豊田南地区では「換地設計 J r全体計画 J r街区確定測量」を実施し、 「ふる

さとの顔づくり委員会」を設置した。西平山地区では、 「都市計画決定 J r基

本計画書 J r環境影響評価 J r地元説明会 Jを実施し、各関係機関との協議を

行った。万願寺第、東町、組合施行などの区画整理についても、各々「事業計

画書の作成や現況把握」などを行った。また、区画整理事業を映像により理解

してもらえるよう「住民 PR用映画」を製作した。

一方、下水道事業の整備においては、南多摩処理区で昨年度ほぼ全域の供用
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開始を行ったが、今年度は若干残っていた「未整備区域の面整備と雨水管の整

備Jを行った。浅川処理区は、右岸処理分区で若宮幹線、七生幹線、寺の下幹

線の「枝線整備」を実施し、左岸は委託で万願寺土地区画整理地内を実施して

いる。秋川処理区では、旭が丘処理分区の「秋川中央幹線、旭が丘幹線の整備 」

を図り、 「旭が丘 4・5・6丁目及び西平山 5丁目の面整備 J を行い、このほ

か、日野駅周辺の浸水対策として 「神明上都市下水路整備 Jを行った D また、

今年度は特に「住民 PR用映画 」を製作した口これは長い年月と多額の資金の

必要な下水道事業について、住民の理解と協力が大切なため、計画説明会、工

事説明会、供用開始説明会の場で活用するためのものである 。

(4) .活気ある産業と豊かな消費のまち

農業振興の施策として、昨年より「都市地域農業生産団地育成事業」が始め

られているが、今年度は流通関連施設整備として “営農生活センター"を完成

させた 。集 出荷や直販場、農機具保管場所として多 目的機能を果たすと共に、

研修室も設けられ地域住民との交流の場として“ふれあい農業 "の実現を目指

している 。

事業主に対する施策では、中小企業には「事業資金の融資あっせん」を行い、

なかでも、経営基盤の弱い小規模事業者の育成として「補助金の交付、営業近

代化指導、講習、利子補給」などを行っている 。 また、農産物展と同時に行わ

れている 「産業まつり商工展 j は、年ごとに来場者が増加し、今年度は 6万 2

千人余の参加者が得られて地域住民との連帯が深められた 。そして、昨年 「新

撰組まつり J として行われたまつりを、今年度は 「ふるさと日野まつり Jとし

て観光協会が実施した。市民の、こうしたイベントに対する期待は大きく、今

後も盛況なお祭りが要望されている 。

消費者行政では、今年度から 「商品の安全確保及び適正化事業 J が始められ

ているが、初年度のテーマは“放射能汚染食品"である 。 2団体と 25名が参

加して自由な発想、に基づいて情報収集、講演会、見学会、食品テスト等を行い、

研究の成果は報告書に集められている 。 また、 「消費生活展 J として実行委員

会を消費者自らが構成して自発的な行事を始めた 口 この生活展のテーマは “地

球はいのち、いま暮らしの見直しを"で、 18団体が市内よ り参加し、ゴミ・

水・原発のグループに分かれて研究発表を行 った。

(5) .参加と連帯でつくる市民自治のまち

日野市の主権者は日野市民であり、行政の行 う様 々な施策は市民のニー ズに

-5 -



合致していることが大切である 。

5年ごとに実施している 「日野市民意識調査 」 は今年度が了度その該当年に

あたり、市内全域のほか中学校区域ごとなどの各種調査結果を得た 口 これは、

市政の方針や各種各分野で施策の決定に当って市民の意識、要望を反映させる

ための基礎資料となるもので、今後の市政の方向に重要な役割りを果たすもの

である。

「地域コミュニテ ィ施設整備基本計画基礎調査 」 は、その計画の策定に結び

つけるための基礎的な資料と素材を提供するもので、コミュニティの現状、各

種統計資料の分析、既存施設の現状評価等を行い 、問題点、課題などを整備し

て方向づけを得ることができた 。 通称 4 ・3ブロックといわれている一角

の 「多 摩平四丁目 3番地ブロ ック 整備計画調査 J は、現在多摩平支所や保育園

など、独立した公共施設が寄せ集っているが、高度で複合的な利用形態をすす

める先行モデルとして位置づけ、施設の複合化、構成、段階的な整備プログラ

ムを検討した 。東京都、八王子市、 日野市の負担協力によって建設が進められ

ていた東部広域コミュニティ施設 「東部会館 」が完成した口地域住民のコミュ

ニテ ィ活動を推進し、温水プール 、音楽室、調理室等の設置により、健康的で

豊かな日常生活が送れるよう配慮 されている 。 また、これまでコミュニティ施

設に乏しかった東光寺地区に 「東光寺東地区センター J を新築した 。施設が老

朽化して利用者に不便を与えていた 「多 摩平中央公園地区センター 」を改修し 、

内装、天井、照明等 を一新して地域活動 の推進を図った 口

“平和推進事業"とし て 「平和行事等 の参加補助 J i平和映画の 集 いJ i平

和啓発 フィル ムの 購入 J i平和の本配布 J i外国人留学生の就学援助 」などを

行っているが、従来広島・ 長崎の平和行事に参加す る市民 に対 し費用の一部を

補助 していたものを、今年度から 沖縄 も加え、更 に市民の平和 運動に 対する 意

識高揚を図っ た。

女性のための 施策で は、 「第 41回婦人週間記念映画会」 を行 い、映画“ド

イツ・青ざめた母"を上映して戦争と女性 に焦点を当 てて参加した女性 たち の

意識啓発に努めた 。 そして、 「婦人センタ一行事， 8 9市民交流会」を実施し、

“ともに生きる"をテーマにして市民生活を豊 かにするネッ トワークづくり、

良い人間関係など、学校、家庭、地域の中でよき共同社会実現のために交流が

行われ、活発な討論がくり広げられた 。

-6 -
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糸毛主 署第 霊堂

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費

平和推進事業 平和行事等の参加補助 1. 390千円

補助金額

(広島・長崎 4万円/人

沖縄 5万円/人

参加内訳

3名

長崎 1 8名

沖縄 1 1名 計 32名

平和映画の集い 711千円

8月 13日(日〉開催

「ビルマの竪琴」他 l本を

上映

平和啓発フィルムの購入 603千円

1 6ミリフィルム 3本購入

平和の本の配布 243千円

外国人留学生の就学援助 3，410千円

1人月額 i万円

対象者 3 5名

成 果

広島、長崎、沖縄の平和行事等に参加する市民に対して、費用の一部を補助する

ことによって、市民の平和運動の意識高揚を図った。

市民会館において市民を対象に平和に関する映画を上映し、平和意識の高揚を図

っfこ。

平和に関するフィルムを市立図書館のフィルムライブラリーに入れ、市民に貸し

出しを行い、平和啓発に役立てた。

平和に関する本を購入し、市内の小中学校の図書室に配布して平和教育に役立て

fこ。

市内在住外国人留学生の教育条件の整備向上と福祉の増進を図った。

(総務費〉
n
H
U
 -9 -



事業名 事 業の 概要 事 業 費 成 果

多摩平四丁目 3番地 I4 -3ブロックを高度で複合的

ブロック整備計画調査|な利用形態をすすめる先行モデ

ルとして位置付け、公共公益施

設群の土地利用方針、施設の複

合利用形態、構成及び段階的な

整備プログラムを検討するため

の調査を実施。

6. 994千円 4 -3ブロック整備のため、本調査結果に基づき、整備計画を提案し、ブロック

整備の実現に向けた基本的な考え方を示すことができた。

地域コミュニティ施設|市域全体のコミュニティ施設整

整備基本計画基礎調査|備基本計画の策定に向けて、基

礎的な資料と検討のための素材

づくりの調査を実施。

4. 996千円
地域コミュニティ施設整備基本計画の策定に結びつけるため、コミュニティの現

状と動向、各種統計資料の分析、既存施設の現状評価等を行い、現状での問題、課

題を整理して、次年度以降の計画策定作業の方向付けを得ることができた。

日野市 民 意 識 調 査|①調査区域 日野市全域

②調査標本

2 0歳以上男女 2.000人

③標本抽出

選挙人名簿による層化二段無

作為抽出法

④調査方法

個別面接法(一部留置法〉

⑤調査時期

10月16日---11月10日

3. 605千円
基本計画等の基礎的な市政の方針や、各種・各分野の施策の決定に当たって、市

民の意識・要望を反映させるための基礎資料として、昭和 54年度、 59年度に続

いて、第 3回目の市民意識調査を実施。市内全域のほか、中学校区域ごとなどの各

種調査結果を得た。

(総務費)
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事業名 事業 の概要 事 業 費 成 果

日野市実施計画の策定 Ir日野市基本計画」で示された

各分野の諸施策を事業化し、各

年度でどのように実施していく

かを具体的に示すため「日野市

実施計画・後期(平成 2年度~

5年度) J を策定。

(庁内印刷・製本〉 < 第 二 次 > r日 野 市 基 本 構 想 」 の め ざ す 都 市 像 で あ る “ 緑 と 文 化 の 市 民 都 市 " 実

現のため、 「日野市基本計画」で示された 5つの基本目標に沿って、各事業ごとに

各年度(平成 2年度 "'5年度 〉 に おける事業計画を具体的に示すものとして策定

し、予算編成をはじめ行財政の指針とした 。

日野 市 史 編 さん !日野市の歴史を調査・ 研究し、

そ の 成 果 を 刊 行 物 と した 。

4， 642千円 「 日 野 市 史 別 巻 ・ 市 史 余 話 Jの刊行

体裁 A 5半'1 表紙クロス 上製本 カバー付き

総ページ数

印 刷 部 数

有償頒布

390ページ

1， 5 0 0部

l部 1， 5 0 0円

日野市史別巻・市史余話

(総務費)
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事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費

(日 野市 史編 さん) 五十子敬斎日記の解読と刊行 419千円

(仮称〉浅川公会堂用 取得面積 3， 248rrf 1， 083， 648千円

地取得 。財源内訳

公共施設建設基金

一般財源 783， 648 

成 果

「五十子敬斎日記 大正七年Jの刊行

「五十子敬斎日記 大正八年」の刊行

「五十子敬斎日記 大正九年 Jの刊行

体裁 B 5半IJ

総ページ数 大正七年 188ページ

大正八年 164ページ

大正九年 129ペ ー ジ

印刷部数 各 500部

有償頒布 各 500円

生 涯 学 習 要 望 の た か ま り に 応 え る 施 策 推 進 の 一 環 と し て 、 複 合 文 化 施 設

r (仮称)浅川公会堂」の建設が計画されている。そのための用地として、万願寺

区画整理地内の保留地を買収し施設建設に備えた。

(総務費)

-14-
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主主ミ 主主三 重重量

事業名 事業 の概要 事 業 費 成 果

手話通訳者奉仕員手書|市登録者に対し 11台手書き電話

き電話設置 |を設置。

864千円 聴覚障害者と市に登録しである手話通訳者のコミュニケーションが十分にできる

ようになり、日常生活等の不安を解消させることができた。

視覚障害者ガイドヘル|重度の視覚障害者が社会参加す 357千円

るため介護券を給付。 。財源内訳

半日単位 C2H--4H)月 5回 257 

を限度とする。

市登録者 13名 一般財源 100 

障害者 276名

重度の視覚障害者が社会生活上外出することが必要不可欠なとき、付き添いし目

的を達成することができた。

重度心身障害者(児) I社会福祉法人日本心身障害児協

緊急一時保護(施設) I会島田療育園(多摩市〉に lべ

ットを確保。

利用者 4名

延日数43日

4，840千円
重度の心身障害者が在宅生活をしている場合、介護している家族が疾病、出産及

び冠婚葬祭等により一時的に介護ができないとき、家族にかわって施設で対応する

ことができるようになった 。

〈民生費〉
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事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費

日野市臨時福祉特別給 日野市臨時福祉特別給付金支給 56， 560千円

付金支給 要綱に基づく手当等の支給者に

対して、一人につき 10，000円を

支給。

成 果

消費税の導入に伴い、老齢福祉年金、特別障害者手当受給者等の生活の安定及 び

福祉の向上並びに在宅寝たきり老人等に対する在宅介護 の支援に資した。

日野市臨時福祉特別給付金支給者一覧

対象となる手当等 根拠法等 人数ω

特別児童扶養手当 |特別児童扶養手当等の支給に関する法律 78 

老齢福祉年金 1 1日国民年金法 | 問
障害基礎年金 |国民年金法 1 310 

遺 族基礎年金 |国民年金法 レ/
児童扶 養手 当 l児童扶養手当法 1 387 

障害児福祉手当 |特別児童扶養手当等の支給に関する法律 1 58 

特別障害者手当 |特別児童扶養手当等の支給に関する法律 1 28 

福 祉 手 当 |旧特別児童扶養手当等の支給に関する法律 1 60 

原子爆弾被爆者 |日野市原子爆弾被爆者の援護に関する条例 1 133 

心身障害者 |日野市心身障害者 (児〉福祉手当支給条例 I1. 467 
〈児〉福祉手当

老人福祉手当 |日野市老人福祉手当条例 163 

児童育成手当 |日野市児童育成手当条例 1 177 

70歳以上非課税 |地方税法 1 L 960 

社 会 福 祉 |日野市社会福祉施設入所者及び生活保護世 238
施設入所者 |帯に対する見舞金品支給事務要綱

よ』
じ3 ふー

エ三口 5，656 

( 民 生 費〉
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事業名 事 業の 概要 費事 成 果
業

特別養護老人ホーム|施設の規模及び構造

浅川苑新築 I (規模〉

敷地面積 3，080.81nf 

1. 038. 32 nf 

3， 280. 97 nf 

建築面積

延床面積

(建物の構造)

鉄筋コンクリート造地上 4階

建

982， 100千円

。財源内訳

国庫補助金 153，736 

都補助金 143，467

地方債 507，500

公共施設建設基金

100， 000 

一般財源 77，397 

この浅川苑は、要介護のおとしよりが住みなれた地域社会で、家族や隣人ときず

なを保ちながら、安心して過ごすことができるよう目ざして、公設、法人営の経営

を特色として建設されたものであり、又、この施設には 、在宅ケアセンターの機能

を併設して、地域の在宅ケアサービスを有機的に活用できるよう配慮しである。

今後の高齢化社会に対応すべき施設として、市民の大きな期待がよせら れてい

る。

l階 福祉センター

2階 高齢者在宅サービス I63--平成元年度

センター |債務負担行為

・デイホーム 40名|。全体事業費

-入浴サービス 5名1.141. 450千円

・機能回復訓練 20名

・ショートステイ 5名

3・4階 特別養護老人ホ

ーム

定 員 5 0名

個室 2室

2人室 4室

4人室 10室

施工期間

着 工 昭 和63年 11月11日

完成平成 2年 2月28日

所在地

高幡 864番地の 4

入所者の相談風景

-20-
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事業名 事 業の 概要 費事 成 果業

シルバ一人材センター|施設の規模及び構造

新築 I (規模〉

敷地面積 930. 97 rrl 

建築面積

延床面積

(建物の構造)

鉄筋コンクリート造 2階建

1階事務室、倉庫

2階会議室(2室)

施工期間

216.00rrl 

414.00rrl 

着工 平成元年 3月 4日

完成 平成元年11月30日

所在地

日野本町 2-4 -7 

及び 2-4 -9 

(中央自動車道高架下)

76. 904千円

63--平成元年度

債務負担行為

。全体事業費

99， 004千円

高齢者のもつ経験と能力を社会に役立てることにより、高齢者の社会参加と生き

がいを促進し、働く機会の確保と事業の進行を図る拠点として、期待される施設で

ある。

ひとり暮らし老人緊急|ひとり暮らし老人及び老人夫婦 89千円 緊急通報システムを利用し、老人の不安を和らげ、生活の安全を確保することに

より、在宅老人の福祉の増進を図った。通報システム 世帯が家庭内で緊急の事態に陥

ったとき、消防署に通報するこ

とにより、地域協力員の援助を

得て救援等を行う事業で平成 2

年 1月から実施した。

利用者数 5名

協力員数 1 2名

52 

37 

円
ノ
“

円
/
M
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事 業 名 事 業の 概要 事 業 費 成 果

い きいき体操教 室 1 60歳 以 上 の 方 と 、 高齢者を身

近に持つ成人を対象に、高齢者

にあった体操やレクリエーショ

ンを市内 9カ所で、月 2回、延

126回実施した。

参加人員 2，451名

3， 353千円 体を動かす楽しみや、ふれあいをねらった体操やレクリエーションを実施し、萎

縮し がちな高齢者の体を少しずつほぐし 、 ひざ痛 ・腰痛 ・ボケ等の予防効果を図

っfこ。

いきいき体操教室

老人 見舞電話|地域社会と交流の乏しい 老 人 の

安否の確認と孤独感の解消を図

るために電話での見舞いを行

い、必要に応じ専門的ケアサー

ビスへ結びつける役割をはたす

ために、平成元年 12月から実

施した 。

電 話担当員 1 0名

対象者 70名

1， 565千円 老人見舞電話事業を制度化し、おおむね 65歳以上のひとりぐらし老人の安否の

確認と、孤独感の解消を図ることにより、ひとりぐらし在宅老人の不安を解消し、

生活の安定を図った。

(民生費〉
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事業名 費事業の概要 事 成 果
業

ねたきり老人等寝具乾

燥

6 5才以上のひとりぐらし老人

及び老人のみの世帯で、ねたき

り又はこれに準ずる状態の老人

を対象に、月 l回の寝具乾燥

と、年 l回の寝具丸洗いを行う

事業を平成元年 6月から実施し

た。

利用者数 2 5名

263千円 ひとりぐらし又は老人のみの世帯のねたきり老人にあっては、介護者による衛生

環境の保持が望めない状況にあるため、その改善の一環として定期的に寝具の乾燥

や丸洗いを行うことによって、ねたきり老人が健康で快適な生活を過ごせるように

努めた。

東部会館新築|施設の規模

敷地面積

建築面積

延床面積

建物の構造

鉄骨鉄筋コンクリート造

1. 244. Orr1 

782. 1 rr1 

2，311.5rr1 

一部鉄筋コンクリート造

地上 3階・地下 l階

施設内容

l階 プ ー ル C25mX10m) 

2階 会 議 室 2室

689， 850千円

。財源内訳

東京都負担金

多摩川右岸流域下水道終末処理場建設に伴う浅川処理場周辺環境整備事業の一環

として、事業に関連する東京都、八王子市、日野市の負担協力によって建設された

東部広域コミュニティ施設で、地域住民のコミュニティ活動を促進し、併せて文化

の向上及び健康の増進に寄与する拠点として期待されている。239， 250 

八王子市負担金

106， 825 

一般財源 343， 775 

6 3年度~平成元年度

債務負担行為

集会室(和室〉 3室 。全体事業費

視聴覚室 l室 1， 161， 086千円

料理実習室 l室

3階 ホール l室

その他 更衣室、汁ワー室、事

務室、 プール受付、 監

視員室、機械室

po 
q
/臼

完成した東部会館

所在地 万願寺土地区画整理地

内 139街区

(民生費〉

司
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事業名 事業の概要 費事 業 成 果

東光寺東地区センター|施設の規模

新築 | 敷地面積

建築面積

延床面積

建物の構造

木造平家建・カラーベストコ

303. 5 rrf 

107.4rrf 

106.0rrf 

ロニアル葺・冷暖房完備

施設内容

集 会室 30. 1 rrf 

和室 1 0畳・ 8畳

所 在 地

栄町四丁目 13-2 7 

27，862千円

建設費 20， 909 

用地取得 6， 953 

各種サークル活動、文化・教養活動をとおして、地域住民相互の交流、連帯を深

める場を提供することによって 、潤いと活力のあるコミュニティ創造のため、大い

に期待される。

5， 048 

22， 814 

新築された東光寺東地区センター

多摩平中央公園地区セ|内装・壁改修 7，880千円 地区センターの老朽化に伴い、内装、天井、照明等の改修を行うことによって、

地区センタ一利用者へ利便をはかり地域活動の推進が期待される。ンター改修 天井・照明改修

外部建具改修(アルミ化) 1， 945 

5， 935 

oo 
n
f
M
 

(民生費)
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事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費

商品の安全確保及び適 商品の安全を確保するための研 737千円

正化事業 究テーマを市が設定し、研究グ

ループを公募。このグループに

研究を委託した。 (食品安全研

究グループ〉研究グループは

テーマに添い情報の収集、調査

研究活動を展開、報告書にまと

めた。元年度のテーマは「放射

能汚染食品」

j向 費 生 活 展 消費者団体に呼びかけ「消費生 L 200千円

活展実行委員会」を組織し、参

加者の自由な発想によって生活

展を実施。

主催 日野市消費生活展実行委

員会

日野市消費者運動連絡会

後援 日野市 協賛 4団体

実施期間

元年 11月 2日--4日

場所 生活・保健センター

来訪者約 1.500名

成 果

研究グループには 2団体と 25名の個人が参加した。テーマに添って、 4つのグ

ループ①輸入食品研究②国内産食品研究③法律関係研究④照射食品研究をっくり、

活動を展開。

研究活動は情報収集、講演会、見学会、食品テストなど参加者の自由な裁量 によ

ってすすめられ、研究の成果は報告書にまとめられた。

消費者が自らの意志によって研究活動を展開したことにより、食品の安全につい

ての問題意識を深め、より広範な市民運動へと発展していくための布石となった。

生活展のテーマは「地球はいのち、いま暮しの見直しを」。このテーマのもとに

1 8団体が参加し、 「ゴミ J r水J r食 J r原発」のグループに分れて研究発表を

行った。

消費者の相互啓発と各団体のネックワークづくりを目的とした本事業は、共同研

究、共同作業を通して一定の成果をあげることができた。また、このほか講演会や

各団体の日常活動を発表する場、ガレージセールの場も設けられた。

(民 生費)
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事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費

婦人センタ一行事 アーマ 860千円

， 89市民交流会 一一ー ともに生きる 一一一

<第 i回>

ともに学び育つ学校

9月14日(木〉

講師 北村小夜

<第 2回>

家族の中でのそれぞれの自立

10月 5日(木)

講師 沖藤典子

<第 3回>

地域とともに生きている?

10月27日(金)

講師 村瀬春樹

<第 4回>

ともに生きょう女と男

11月18日(土)

講師 袖井孝子

開催時間

講演 午後 l時30分--3時

交流 午後 3時--4時

メ~ 場

生活・保健センター講座室

対 象 一般市民

参加者 延 460名

成 果

婦人センターでは、女性の生活と地位の向上、男女平等参加による共同社会の創

造をめざした啓発活動を行い、着実にその成果をあげている。

今回は、私達の生活の基盤である地域にしっかりと根付いたそれぞれの生き方を

より深めるために「ともに生きる」をテーマに開催した。

内容は、市民生活を豊かにするネットワークづくりと、いかに良い人間関係をっ

くりだせるか等、学校・家庭・地域の中で個々の人間性を尊重しながら、ともに学

び育つため の市民交流会として実施した。テーマをそれぞれ 4回に分けて、専門家

の講演と助言 により、市民の中で活発な討論がくり広げられた。

婦人センタ一行事， 89市民交流会

( 民 生 費)
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事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費

第 41回婦人週間記念 映 画 97千円

映 画 会 「ドイツ・青ざめた母」

日 時: 4月15日(土〉

午後 l時30分--4時

メ~ 場:市民会館小ホール

対 象:一般市民

参加者: 200名

a伎
町

4
U

成 果

日本の女性が、初めて参政権を行使した 4月 10日を記念して、昭和 24年以来

労働省ではこの日に始まる 1週間を「婦人週間 J と定め、女性の地位向上のための

啓発活動を全国的に実施している。

今年度は 41回目を迎え、日野市も記念映画会として西ドイツ映画「ドイツ・青

ざめた母 J (女性監督・脚本〉を市民会館小ホールで開催した。

戦争中、女性はいかに生と戦ったかという真実を鋭く表現した作品であり、あら

ためて戦争の残酷さを身にしみて感じさせられた。この映画をみることにより現実

を 強く直視していく眼が養われ、平和の大切さを考えさせられるきっかけとなっ

た口

第41回婦人週間記念映画会

(民生費)
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事業名 事業の概要 費事 業 成 果

保育所における乳幼児|民間保育園 2施設

健全育成相談 | 至誠第二保育園

吹上保育園

平成元年 4月 1日から実施

認可保育園が地域社会又は家庭

内においての子育てに関する身

近な相談窓口として、保育の専

門機能を活用して相談に応じ、

保護者の育児不安の解消を図り

乳幼児の健全育成をうながすも

のである。

1. 460千円 身近な相談施設として気軽に立ち寄れるというメリツトがあって、地塊の人々に

利用されている。

近くに小児科医がなかったり、健康課や保健所の相談に出かけるのもちょっとめ

んどうという人達が利用している。 1カ月平均 10件--2 0件の相談状況である。

973 

487 

延長保育事業 l民間保育園 2施設

日野保育園

栄光保育園

平成元年 10月 1日から実施

保育園保育時間の延長

特例保育時間 (AM7:30"'PM6:00)

を更にこえて保育を必要とする

乳幼児を AM7:00"'PM7:00まで受

託する事業である。

。財源内訳

[都補助金

一般財源

2. 236千円 保護者の就労時間や就労形態の多様化と通勤時間、通勤事情の変化が急速に進む

社会情勢をうけとめ、保育時間の延長を図った。都心に両親とも通勤する保護者の

子どもや、終業時間が午後 6時以降の勤務がある保護者の子どもなど、保護者にと

っても子どもにとっても、二重保育や、勤務をやめなければならないなどの事情が

解消された。

現在 日野保育園延長登録者は 25--26名

栄光保育園延長登録者は 15--16名

保育状況は、延長保育室を別に設置して軽夕食を提供している。

1. 497 

739 

nhu 

nぺ
U

(民生費)
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事業名 費事 業事業 の概要

一小学実クラブ新築|施設の規模及び構造

(規模〉

敷地面積

建築面積

延床面積

(構造〉

木造平家建

施設内容

遊戯室、休憩室、事務室、

29， .221千円

230.8rrf 

111. 8 rrf 

2m 

唱
'
B
4

n
H
U
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a
E
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a
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湯沸室ほか

所在地

日野本町二丁目 14番地の l

じゅんとく学童クラブ|施設の規模及び構造

新築 I (規模)

敷地面積 392. 8 rrf 

24， 926千円

建築面積

延床面積

〈構造〉

軽量鉄骨造平家建

施設内容

遊戯室、休憩室、事務室、

117.3rrf 

115.7rrf 

湯沸室ほか

所在地

高幡 402番地

nxu 

n
4
d
 

成 果

従来は一小・仲田小学校区の二校併設で育成していたが、定数以上の入所希望が

あり、全員を入所させることができなかった。一公立小学校一施設の計画に基づく

当学童クラブ新設により、全員入所を達成するとともに、①一小地区内の児童が安

全に通える②独立して本来の運営が容易となった③校庭内設置のため、運動場での

遊びができ管理上便利になったなど、児童の健全育成に寄与することができた口

当学童クラブは潤徳小学校の教室内に設置されていたが、同校敷地内に移築し、

その結果、①独立して運営が容易となり、本来の役割が果たせる②遊び場が自由に

使用できる③管理上、安全上適切な場所となったなど、従来より一層充実した内容

により、児童の健全育成を図ることができるようになった 。

(民 生費〉
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者草子 主主 霊堂

事 業 名 事 業 の 概 要

肺 が ん 検 怠ミクb、 事業開始

平成元年 7月実施

対象

4 0歳以上の市民

内容

胸部 X線直接撮影 3枚

かくたん検査

検診場所

生活・保健センター

受診者数 159人

手L カく ん 検 ミ司ク阜、 事業開始

平成元年 10月実施

対象

3 0歳以上の女性

内容

問診、視診、触診

検診場所

市内指定医療機関

受診者数 L 8 6 5人

合併 処理浄化槽 対象地域内において、合併処理

3R又1. 置 補 助 浄化槽の設置者に予算の範囲内

で補助金を交付。

設置基数 1 7基

-40-

事 業 費

1. 516千円

。財源内訳

100 

都補助金 100 

一般財源 1. 316 

5， 386千円

。財源内訳

987 

都補助金 L 013 

一般財源 3， 386 

16， 080千円

。財源内訳

10，720 

一般財源 5， 360 

成 果

近年増加傾向にある肺がんの早期発見を目的に実施した。併せて市民の健康に対

する意識の向上に資することができた。

乳がんは、食生活を中心とする生活環境の欧米化などにより、年々増加する傾向

にある。将来は、女性のがんの第 1位を占めるものと推測されるので、疾患の早期

発見のために実施した。

放流水の BOD平均目標 20昭/ f_以下の機能をもっ、し尿と雑排水を合併して

処理する浄化槽を設置することによって、生活排水による公共用水域の水質汚濁の

防止を図った。

( 衛 生 費〉

-41一



事業名 事業の概要 業事 費

組大ごみ処理施設|。機械設備

改 造 | 受入供給設備の交換

破砕、圧縮設備の交換

搬出設備の改造

。電気計装設備

改造工事に伴う電気配線

破砕機用電動機のオーバー

ホール(内部清掃、磨耗部分

の交換ほか〉

。建築工事

建屋外壁の補修

搬送コンベア中継棟の外壁取

り替え

124， 630千円

。財源内訳

61. 100 

都補助金 6， 397 

地方債 24， 400 

一般財源 32， 733 

つ
』

S
且

τ

成 果

当施設は稼働後 9年間使用し、破砕機本体及び附帯設備が老朽化したため、本体

機器を交換し初期能力の回復を得たロ

初期能力の回復を得た粗大ごみ処理施設

(衛生費)
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タゴ「 信訪 費

事業名 事業の概要 事 業 費

日野市勤労者互助会|中小事業所に働く事業主と従業

運営費補助 |員の福利互助共済事業

10，000千円

雇用 促進特別事業 |立川公共職業安定所曙町労働出

張所に登録する日雇労働者は、

4月--7月にかけて公共事業の

端境期にあたるため、求人は減

少し生活は非常に厳しくなる。

これらの日雇労働者の生活安定

を図るため、特別に事業を起こ

し雇用の促進を図るものであ

4， 609千円

る。

品-
S
Hヨ

成 果

日野市勤労者互助会は、市の指導と援助のもとに設立して満 9年を迎えた 。 この

1年間で 22事業所 76名の会員が増え、計 454事業所 2，291名の会員を擁する

までになった。

事業内容も年々充実し、市内中小事業所に働く従業員と家族の福利厚生向上に 、

また 、従業員の定着化を図ることによって事業所の繁栄に寄与した 。

公共事業の発注が少ない 5月--6月にかけて延 200人の雇用 を行い、 日雇労働

者の生活安定を図ると同時に、防災用砂袋作り 、市道側溝の清掃、広場の除草等を

行い 、防災用砂袋の備蓄と環境維持、美観につとめた。

〈労働費〉
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屋蔓 業主主 重重量

事業 名 事業の概要 事 業 費

産業まつり農業展|農業団体参加数

農業展共進会

1 2団体 1，680千円

出品展数 387点

農産物即売

東京南農協青壮年部

花き生産組合即売部会

米の消費拡大事業(もちつき〉

東京南農協青壮年部

農業近代化利子補給 |利子補給率 1.2% 904千円

優良集団農地保全育成|指定面積 6. 53ha 9， 795千円

事業種目 。財源内訳

生産資材の購入

農機具の購入

農業用構築物の購入 一般財源 3，265 

生産緑地保全育成 |一団体事業費 1，000千円以上

補助限度額 500千円

7，300千円

ρo 
a生

成 果

農業展・商工展と同時開催となって第 9回目を迎えた今回は、二日間の延べ来場

者が 6万 2千人(推定〉ともいわれ、盛会さを一段と増してきた。

これは、市民の中に秋の一大イベントとして定着したものと思われる。

特に農業展は、都市化の進む中で農業者が鋭意努力した成果を一堂に集め、優秀

な各種農産物を展示し、農業の総合的振興発展を図るとともに、また優秀な作品を

厳正な審査を経て表彰した。同時に市内産の新鮮な農産物を市価より安く即売して

一般消費者によろこばれた。

農業者の資本装備、高度化、農業経営の近代化のための長期低利資金の円滑化と

自立企業経営農家の推進を図った。

面的なつながりをもっ 1ha 以上の農地を優良集団農地に指定し、 7年間保全協定

を締結することによって、農業の近代機械化を促進し、併せて市民生活に欠くこと

のできない生鮮野菜の供給と緑地の保全に努力し、都市と調和した農業経営に寄与

した。

育苗施設、栽培施設、かん水施設、生産資材等の導入により、農業経営の安定化

に資するとともに、市民生活に直結する生鮮食料品の供給と農地の保全に寄与する

ことができ、また農業経営全般にわたる資質の向上を図ることができた。

(農業費〉
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事業 名 事業の概要 費事 業

都市地域農業生産団地|。条件整備事業(ハード事業)

育成事業 | 対象地域

(ハード事業) 日野市南西地域

事業実施主体

東京南農協七生支庖ほか

①流通関連施設整備事業

-集出荷施設

・直販施設

②生産基盤整備事業

.生産施設

・共同利用施設

円千F
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成 果

流通関連施設整備として、平山三丁目 25に営農生活センターが完成。集出荷

場、直販場、農機具保管場所として、多目的機能を果たしている。研修室も併設さ

れており、地域住民と会議や調理実習などの交流ができ、都市地域のふれあい農業

をめざしたものとなっている。

(農業費)
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事 業名 事業の概要 事 費業

中小企業事業資金融資|貸付実行件数 16， 166千円

あっせん 融資金額

利子補給

122件

656， 170千円

10， 183千円

保証料 95件 5， 977千円

開業資金事務取扱費

2件 6千円

商庖会所有灯電気料|市内 11商庖会に実施

補助

1. 532千円

小規 模事業者育成|小規模事業者育成条例に基づく

商工業者に、資金調達の援助・

営業近代化等の事業を行い、事

業者の経営の安定・拡大を

図る。

9， 444千円

産業 まつり商工 展 1 11月11日(土) 12日(日)の 2

日間、第 23回日野市産業まつ

り実行委員会により実施。

1，500千円

ハU
F
h
d
 

成 果

市内に居住し、市内外で事業を営む中小企業者のために、事業資金の融資あっせ

んを行うとともに、利子、保証協会保証料の一部を補助することにより中小企業者

の経営改善と設備の近代化を促進し、中小企業者の育成と振興を図った。

市内の商庖会等が維持管理している街路灯等に対して電気料の一部を補助するこ

とにより商業活動の振興を図った。

昭和 61年度より開始した事業で、今年度は 4年目に当り、中小企業の中でも経

営基盤の弱い小規模事業者の育成に寄与した。

(事業状況〕

商工会補助金

営業近代化指導

講習会

利子補給 件数

(1.5 %) 金額

6， 000 千円

305件

92人

330件

3， 444 千円

第 23回日野市産業まつり商工展は、庁舎南側中央公園を主会場とし、 11月11日

(土) 12日(日〉の両日開催し、 6万 2千有余の市民が来場し、市内商工業者と地

域住民との交流を通じ、いきいきとした地域の連帯と社会福祉の向上に寄与 した 。

( 商 工 費〉
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事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費

観光写真コンクール 第 22回日野市写真コンクール 599千円

ふるさと日野まつり 5月14日(日〉日野中央公園、 1， 000千円

市民プラザを会場に実施。

成 果

地元企業であるコニカ(槻及び日野市アマチュア写真連合会の協力を得て、モデル

撮影会及び応募作品の審査を実施。市内外から多くの参加者と優秀な作品の応募が

あり、観光振興、文化向上に役立った。

前年実施された「新撰組まつり」に続くまつりとして、日野市観光協会が実施。

日野中央公園、市民プラザを主会場とし、高幡不動から新撰組隊士のパレードを実

施。観客は 4万人以上あり、日野市の観光を広く内外に広める効果があった。

(商工費〉
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事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費

認定路線再編成作業 新路線番号附定 25， 132千円

幅員決定

権利関係調書作成

新路線調書作成

廃止路線調書作成

新路線網図作成

廃止路線網図作成

敷地帰属図作成

高幡台 l号線歩道設置 L = 232m 12，360千円

W = 1. 5m 。財源内訳

舗装工 A = 290rrf 国庫補助金 5， 225 

一般財源 7， 135 

A
斗
A

F
h
d
 

成 果

昭和 27年 6月の新道路法(旧道路法大正 8年 4月制定)以降、現在にいたるま

での問、日野市の認定道路については、大正 9年に一括認定したものであり、過去

の認定、廃止の基準が統一されたものでなかった。そのために、たとえば一本の路

線に 2あるいは 3の路線名がつけられていたり、また市道として管理はしているが

認定の経過がない道路等があるなど、日常業務に支障をきたしていたため、昭和55

年度より初期情報の収集に入り現在の道路網図及び調書を作成してきた。更に再編

成で統ーした路線名にする必要性に迫られ再編成作業を計画し、昭和 63年度より

三カ年計画で実施しているものである。

程久保橋信号より高幡台団地に向かつて右側に歩道設置したことにより、程久保

1 -7 8 2番地付近住民及び高幡台団地住民が、途中道路横断することなく安心し

て通行できるようになり危険防止に努めた。

完成した歩道設置工事

(土木費)
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事業名 事業の概要 費事 業

程久保 3号線ほか |すべり止め舗装工

3路 線 曲線道路改良 A= 220rrf 

追越禁止鋲 82個

ポストコーン

自発光式誘導標

視線誘導標

6. 592千円

落合立川線ほか l路線

防 護概設置

ガードレール

L = 512m 。財源内訳

[都補助金

一 般 財 源

10. 094千円

3. 364 

6. 730 

道路反射鏡及び|案内標識 l基

案内標識設置|逆LF型(1.500 x 1. OOOmm) 

道路反射鏡 3 0基

5. 611千円

街路灯灯具交換|蛍光灯 40W 

2. 260基

88. 220千円

n
h
U
 

F
「
υ

成 果

。程久保 3号線(程久保~八王子市境〉

すべり止め舗装と追越し禁止鋲施行

。旭が丘幹線 1号(帝人研究所前〉

自発光式誘導標、ポストコーン施行

。平山 9号線

自発光式誘導標、視線誘導標施行

。三沢台幹線 1号

黄色点滅灯設置

上記路線は事故発生多発道路であったが、安全施設を設置したことにより事故防

止に努めた。

ガードレールの設置により、横断防止と車の飛び込み事故の防止を図った。

滝合橋北詰・平山住宅前に案内標識を設置したことにより、運転者に対しての目

的地確認に効果があった 。 また、見通しの悪いカーブ地点及び交差点に道路反射鏡

を設置し、事故防止に努めた。

市内全域の蛍光灯20Wについて実態調査をし、灯具の古いもの特に暗い個所等

蛍光灯 5.800基のうち 2.260基の灯具交換修理を実施した 。

(土木費)
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交通安全施設整備事業箇所
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①高幡台 1号線歩道設置

② 落 合 立川線防護棚設置

③三沢台幹線 l号線防護棚設置

④三沢台幹線 l号線曲線道路改良

⑤程久保 3号線曲線道路改良

⑥平山 9号線曲線道路改良

⑦旭が丘幹線 l号線曲線道路改良
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事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費

新井 71号線道路新設 L= 243.04m 44， 772千円

w= 8.0 m 。財源内訳

L型擁壁工 L= 404.5m 21， 814 

U 型 溝 工 L= 445.3m 

車道舗装工 A= 1， 150.0rrf 一般財源 22， 958 

歩道舗装工 A= 365.0rrf 

南平 41号線道路新設 L = 171. 8m 13，704千円

w= 5.0m 。財源内訳

L型擁壁工 L= 79.44m 6， 180 

L型 溝 工 L= 323.9 m 

舗 装 工 A= 795. 0 rrf 一般財源 7，524 

円
ノ
』

n
h
U
 

成 果

新井地区と三沢地区を結ぶ連絡道路(延長 39 1 m) を昭和 61年より 3カ年計

画 (6 2年度を除く〉で、国庫補助事業として新設したものである。

新設された新井 71号線

向川原市営住宅より南平駅方面へ通じる生活道路を東京都市町村土木補助事業に

よって新設し、居住環境の改善を図った。

(土木費〉
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事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費

新井 1号線道路改良 L= 117.9m 11. 299千円

w=  6.0m 。財源内訳

擁壁工 L= 42.1m 5， 295 

U型溝工 L= 165.0m 

L型溝工 L = 212.4m 一 般 財 源 6， 004 

舗 装 工 A= 657.0rrf 

吹上幹線 1 号線 L = 329.2m 15， 965千円

舗 装 改 良 w=  7.2m 。財源内訳

舗 装 工 A = 2，653. Orrf 4，017 

一般財源 11， 948 

-64-

成 果

高 幡 土地区画整理地内を南北に縦貫する主要道路であり、区画整理地区外となる

取付部分を東京都市町村土木補助事業により実施した。

改良工事中の新井 l号線

利用者の安全と生活環境の保全を図るため、東京都市町村土木補助事業により実

施した。

完成した吹上幹線 l号線

(土木費)
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事 業 名 事 業 の 概 要

神明上 5号線舗装改良 L = 249.8m 

w=  7.05 --7. 17m 

舗 装 工 A=  2，124.0rri 

由木 l号 線道路改良 L = 278.2m 

LU型溝工 L = 306.5m 

L 型溝工 L=  57.8m 

舗 装 工 A=  722.0rri 

-66-

事 業 費

32， 754千円

20， 064千円

成 果

交通量の増加により舗装の損傷が激しいため、大型車両の通行に耐える構造に変

更し通過車両の安全確保を図った。

改良された神明上 5号線

平山五丁目地内の主要道路として、公共用地を利用し拡幅整備を行い通行の安全

と生活環境の改善を図った。

拡幅された由木 l号線

(土木費〉
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事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費

東仲田 7号線道路改良 L = 92. 6m 12， 360千円

w = 5.0m 

L型擁壁工 L = 108.3m 

U 型 溝 工 L=  86.3m 

舗 装 工 A = 385.0 rrr 

神明上幹線 l号 線 L = 384.3m 46， 968千円

舗 装 改 良 w=  10.0m 

舗 装 工 A = 4， 072. 0 rrf 

三沢台幹線 1号 線 L = 487.3m 25， 533千円

舗 装 改 良 w=  10.0m 

舗 装 工 A = 4，427. Orrr 

緊 急 補修工事 舗 装 工 340件 9， 835千円

ア ス フ ア ル ト 合 材 770 t 

その他補修 757件

コンクリート製品ほか

成 果

市民の森スポーツ公園の進入路として新たに用地を確保し、利用者の利便と周辺

地域の環境改善に努めた。

国道 20号線から市庁舎へ通じる主要幹線道路として昭和 61年より年次計画に

よって整備を行い、交通の安全と環境保全に努めた 。

都道 ・ 川 崎 街 道 ( 三 沢 交 差 点 〉 か ら 多 摩 市 へ 通 じ る 幹 線 道 路 と し て 、 交 通 の 安 全

確保と生活環境の保全を目的に整備を行った。

最近の市民要望の内容は多種多様であり、高度なものをも含む声が寄せられ量 的

にも 増大の傾向にあるロまた、その対応については、正確でスピーデ ィな処理が要

求され、これに答えるべく道路維持機能が低下しない様、早期対応、応急的措置を

直営作業により実施した。

威力を発揮する高圧洗浄車

(土 木 費〉

-68-
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事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費

都市計画道路 基礎杭工 52， 839千円

3・4・14号線築造 ゆ1000mm L= 7.5.......， 8.5 m 

本 数 6 9本

都市計画道路 3・4・ 取得面積 306. 56 rrf 138，565千 円

1 4号線用地取得 。財源内訳

67，500 

都補 助 金 23， 620 

一 般 財 源 47，445 

成 果

計画総延長 97 0 mの内 、吹上地域から都道 159号線までの 19 9 mについて

初年度は基礎杭工事を行った。次年度は下部工事 (橋台 ・橋脚 )、 最終年度は上部

工事と 3カ年計画により事業を行うものである。

3・4・14号線の 基礎杭工事

昭和 58年に事業認可を受け、事業の早期実施を目標に用地買収を行ってきたが、

本年度で用地取得が終了した。

〈土木費〉
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①) 

道路改良事業箇所

凡 例

① 由 木 l号線道路改良

②吹 上 幹線 l号線舗 装改良

③都市計画道路3・4・14号線新設

④ 南 平 41号線道路新設

⑤神明上 5号線舗装改良

⑥神明幹線 l号線舗装改良

⑦東仲田 7号線道路改良

⑧新井 l号線道路改良

⑨新井 71号線道路新設

⑩三沢幹線 l号線舗装改良
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事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費

日野用水下堰改良 親水域の整備 52， 128千円

ほか 3件 L = 323.0m 

日 野 2- 1号水路 。用排水路整備 121. 470千円

改修工事ほか 14件 改修工事 9件

L= 1.301.0m 

補修工事 6件

L= 778.0m 

成 果

用水流域に、景観も考慮した 「遊歩道」を設け、身近な「水 Jに親しみを持つよ

う水環境作りを図った。

整備された仲田親水路

大雨の時の浸水防止対策、用水本来の利水機能を合せ持つ改修を行い 、 さらに親

水面及び生物が生息出来る環境も考慮 した 改良を加えた。

このことにより地域環境整備及び水質の浄化を図った

(土木費〉
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事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費

( 仮称〉二番橋築造 上部工事 554. 682千円

上部製作

(塔、吊ケーブル、箱桁〉

上部工架設

L = 148.0m W = 6.0m 

(建設省委託〉

清流週間行事 清流ポスター展示 1. 383千円

稚 魚 放 流

ミニ水族館開設

用水水質分析 測定地点 1 9地点 3. 245千円|

測定頻度 毎月 1回

測定項目 BODほか 11項目

湧水現況調査 市内に点在する湧水地点の確認 670千円

成 果

万願寺区画整理地区と高幡地区を結ぶ連絡路として、また、水と緑のネットワー

クの基本軸と しての役割を持つ(仮称〉二番橋は、自転車・歩行者専用橋で平成 2

年度完成に向けて上部工事を実施した。

刊、、、

(仮称〉二番橋の景観

清流をとりもどすための事業として、広く市民に身近な水について関心をもって

もらうために実施した。

市内用水の水質を毎月分析することにより、用水の現況把握および汚濁の解決に

向けての情報を収集できた 。

湧水地点 177カ所を確認し、今後の湧水保全・活用にむけての基礎的情報を収

集することができた 。

(土木費〉
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事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費

点、 る さ と の 水資源に関する基礎的調査 23， 920千円

水 辺 活 用 水辺に関するアンケート調査 。財源内訳

11 ヒアリング調査 19，135 

水 資 源 情 報 の 整 理

ビデオシナリオ作成 一般財源 4， 785 

水辺活用に係る計画検討

成 果

日野市基本計画に基づく清流、親水事業の諸施策を推進する上での基礎資料とな

る水資源に関する調査を実施し、水辺情報を整理するとともに、情報提供のための

媒体を制作し、将来の水辺活用に向けての基礎的作業を実施した。

(土木費)
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事業名 事業の概要 事 業 費 成 果

豊田駅南口市街地再開|豊田駅南口の位置づけ及び開発

発事業化検討調査 |基本方針の整理、再開発基本構

想の検討

5. 150千円 豊田南土地区画整理事業におけるまちづくりの方針を受け「活気に満ち、開かれ

たまちづくり」を目指す再開発事業化の検討を行った。

土地利用基本計画策定|都市の現況分析 6. 114千円 本年度は 2カ年計画の初年度であり、都市整備のマスタープランとして、日野市

独自の地域性を備えた「街づくり J を展開するにあたり、長期的な視点にたつ目

標・方策・整備の方向を明らかにするための基本調査を行った。

調査 都市整備の課題

まちづくり基本方針の策定

都市計画道路 3・4・|道路、交通の現況分析

1 4号線交通予測調査|将来交通量の推計

問題と対応策の検討

3. 039千円 都市計画道路 3・4・14号線は暫定的な供用開始となるため、危慎される東豊

田地区への影響を定量的に予測し、生活環境の保全と交通利便性の両面から望まれ

る対策案を検討した。

公園の維持管理|公圏清掃.除草.草酢制州刈|リl

施設の保守点検

施設整備及び修繕

樹木の管理

47.833千円 公園を構成する各種施設の機能を維持し、増進を図り、安全で快適に利用ができ

るよう適正な管理を実施した。

緑地の維持管理|草刈り

萌芽更新

77. 320 rrf 

600rrf 80本

9. 229千円 樹林地の適正な管理をして行くため、つる草の除去、笹等の下草刈りを行うと共

に樹林の再生を図るため萌芽更新の作業を実施し緑地の維持管理を図った 。

(土木費〉
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事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費

公 園 内屋外美術品制作 高さ 4.5m 幅 1.5m 9， 734千円

設 置 素 材 … ス テ ン レ ス ・ スチール

御 影 石

成 果

街角の広場、公園など周辺の環境にマッチさせ彫刻等を設置し 、公園 ・都市景観

の向上を図る事業で、今年度は市民の森スポーツ公園に望月久也作「風の標識」を

制作設置した。

設置された美術品

(土木費〉
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事 業 名 事 業

四ツ谷下東公園改良 整備面積

園路広場工

休養施設工

管理施設工

修景施設工

花壇 1基

移 吾員月又a 工

神明上第 11緑 地 園 路 整備面積

整備 圏路広場工

管理施設工

電気設備工

の 概 要

2.261ni 

平板舗装 616 ni 

ダスト舗装 1. 306. 9 ni 

ベンチ 6基

車 止め 6基

植 栽 桝 14基

高木移植 14本

17ンコ.スベリ台ほか 3基

8. 769 ni 

自然舗装 282 ni 

緑 石 398m 

木 橋 1基

ダスト舗装 208.5 ni 

擬木概 10m 

擁 壁 5.6m 

ケープル布設

ハンドホール

-90-

事 業 費

28. 922千円

16. 026千円

成 果

日 野市基本計画の「街かど公園整備」の一環として、既設公園の外概撤去、出入

口のオープン化、植栽樹木の量から質への転換を図り、開放的な個性ある公園に改

良整備を図った。

改良された四ツ谷下東公園

野鳥観察が出来る散策路、鳥の集まる実のなる樹木の植栽を主体に、ミニバード

・ウオッチングが楽しめる機能を持たせ整備するロ今年度は散策路・広場等一部の

施設を造成した。

(土木費〉
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事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費

お おさわ 公園ほか lカ 擬木土留プロック H = 600mm 10，918千円

所改修 L=49.0m 

緑 石 工 L = 78. 2m 

U型溝 L =45. 3m 

植栽工 高木 4本 低木 205株

移植工 高木 2本 低 木 88株

コミュニティ花壇設置 設置場所 小沢緑地 2， 462千円

面積 7.2 rrl 

構 造 擬木焼杉造

植 栽 サツキ、ドウダンツツク 40株

ベコニア 208株

設置場所 神明上第 四緑 地

面 積 26.2rrl 

構 造 RC造

植 栽 ベコニア 338株

マリーゴー J~ ド 356株

一

成 果

降雨時の土砂の流出、法面の浸食を防止するため土留擁壁、石積、排水設備を施

工、又広場の整地を行い安全で快適な公園に改修した。

改修されたおおさわ公園

歩道空間は、市民にとって最も身近であるため、歩道に接した緑地部分に 花壇 を

設置し、歩行者が花と親しめる安らぎのあるコミュニティ空間の創出を図った。

設置されたコミュニティ花壇(神明上第 4緑地)

〈土木費〉
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事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費

北 J 11 原 公 圏 取得面積 1， 370rrf 270， 246千円

事業 用地取得 。財源内訳

国庫補助金 10，000 

都 補 助 金 32， 100 

地 方 債 27，100 

一般財源 201， 046 

緑地用地の取得 取得面積 297.7rrf 29， 809千円

神 明上幹 線 l号 線植 樹 舗装工 A = 376.3 rrf 6， 880千円

帯 設 置 縁石工 L = 321. 4rrf 。財源内訳

植栽工 3， 100 

低 木 1，204株

地 被 2， 250株 一般財源 3， 780 

緑化面積 A= 218.1rrf 

S
H官

n
H
U
 

成 果

北川原公園は、総合公園として 9.6haが都市計画決定されており、都市計画道路

3・3・2号線西側1.6haのうち昭和58年 9月26日付で 1.4haの事業認可を得、市

民全体のレクリエーションの場として整備する口今年度も都市計画事業の補助を受

け用地の先行取得を図った。

現在の用地取得面積9，467.73rrf、取得率72%である。

緑地を積極的に公有化し、都市緑地面積の拡大を進めて行くため、新町二丁目

1 -8外 2筆の用地を取得した。

前年度に引き続き神明上幹線 1号線に都補助により植樹帯を設置し、道路緑化に

努めた。

緑化された神明上幹線 l号線

(土木費〉
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事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費

平山小学校外周緑化 フェンス工事 L = 223.3m 10，506千円

生け垣 L = 186.9m 。財源内訳

植栽工 4， 800 

低木 732株

移植工 一 般 財 源 5， 706 

高木 23本

緑化面積 A= 120rrf 

緑 地 託 緑地保全の推進 5， 840千円

契約件数 3件

契約面積 11. 197m-

緑 地 管 理 保全緑地の管理 3， 780千円

下草刈カ所 l件

実施面積 6， 200 rrf 

フェンス設置 54m 

松 くい虫伐倒駆除 松林の保護 5， 088千円

松くい虫枯損木 。財源内訳

本 数 112本 2， 500 

内 告噌守 伐倒、焼却

一 般 財 源 2， 588 

成 果

施設緑化事業として都補助により、外周の一部を生け垣化し、安全で明るく緑の

多い学校として施設の緑化に努めた。

外周緑化後の平山小学校

緑地信託等に関する条例の制定(元年 7月〉により樹林地の現況の緑を存続する

ため、所有者の理解と協力を得ながら推進に努めている。将来は公有化の方向性を

図っていくものである。

緑地信託等に関する条例に基づいて、山林緑地の管理として樹林の下草刈等を実

施し、自然度の高い良好な緑地の保全を図った。

市内 の 数 少 な い 松 林 に 近 年 松 く い 虫 に よ り 甚 大 な 被 害 が あ り 、 感 染 源 ( マ ツ ノ ザ

イセンチュウ〉である被害のある松木を伐倒、焼却処分し、被害の拡大防止に努め

た。

都補助事業の最終年次であり、高幡地区ほか 4カ所で実施した 。

(土木費)
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事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費

植 生 調 査 現存植生図作成 4，807千円

重要自然地域植生図作成

群落組成表作成

植生変化図作成

現存自然度図作成

花井栽 培事業 栽培面積 2， 758rd 3， 893千円

土壌改良 1.500rd 

土留工 86m 

植栽工

ノ¥ フ 320株

ダリア 700球

グラジオラス 3， 500球

キキョウ 400株

みどり の登録樹補助 登録樹及び樹林等 2， 757千円

樹 木

件数 91件

本数 256件

樹 林

件数 110件

面積 749， 115rd 

その他貴重植物等

件数 9件

雑木林萌芽更新材活用 炭焼事業 144千円

東光寺第 l緑地内

回 数 2回

成炭量 464kg 

成 果

市内の植生全般にわたって調査し、前回作成(1 9 7 6年)した刊行物の改定版

のために、 10余年経過し た植生の現況と変化の推移を把握し拡く野生動植物の保

護に努め、自然環境保全に関する資料とするものである口

市営花井栽培苗圃を川辺堀之内地区に開き、四季咲のバラ、ダリア等を栽培し、

咲いた花は庁舎の各階に配置し、花のある明るい庁舎づくりに努めた。

生活環境に必要な地域の美観と樹林地等を維持するうえで、所有者の緑に対する

深い理解と協力により緑の保存に努めている。

都市化の進むなかで、この制度の役割は非常に重要である。

東光寺緑地に設置した炭窯を使用して、黒炭 46 4 kgを生産した。

炭材については、雑木林の萌芽更新材を利用し、生産した炭は、水質浄化の素材

として効果が期待されている。

(土木費〉
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事 業 名 事 業 の 概 要

生け垣等設置補助 市内全域を対象

設置費 1 m当り 10， 000円

件 数 8件

総延長 1 7 4 m 

プロッ?とりこわし 1 m当り 6， 000円

件 数 2件

総延長 34m 

緑化月 間行事 春の緑化月間(5/1 ，_ 5/31) 

秋の緑化月間 (11/1，_ 11/30) 

。家庭緑化の日

。地域緑化、地域清掃の日

。園芸講座

。園芸相談

。パネル展

。入園入学記念樹配布

。配布苗菊花コンテスト

。自然観察会

。展示会

山野草盆栽会

大菊、中菊

。緑の羽根募金

緑 化 推 進 グリーンベルトほか花壇等花井

植 付

-100-

事 業 費

1. 516千円

。財源内訳

758 

一般財源 758 

426千円

5， 668千円

成 果

生活環境の緑化推進を図るため、身近かな緑として道路に面する部分の生け垣等

の補助制度(補助額の改正 11月)により市民の理解と協力を得て家庭緑化及び接

道緑化の推進に努めた。

緑化月間行事は(財)環境緑化協会の事業としても取り組まれ、市と共催で実施し

た。月間中の諸事業を通じ、身近な緑として市民参加による緑化思想の高揚を図っ

ている 。

。家庭緑化の日

無料で花木の苗木(春〉、球根類 (秋〉を 配布した 。 また東京都からの供給

樹木についても市民向けと企業向けに各々秋に無料配布し、身近な緑として市

民等に好評であった 。

。地域緑化、地域清掃の日

緑化=公共施設等緑化として小学校(3校 〉で学校職員が中心に積極的な緑化

を図った。

清掃=緑地、公園等地域の自治会、老人会など多くの市民参加があり、美しい

まちづくりに努めた 。

。配布苗菊花コンテスト

市の花に指定されている菊花を秋に小学校・老人クラブ・市民一般 の部に分

けて、専門家の審査を経て入賞者を決め、大菊と共に庁舎前に展示した 。

(附日野市環境緑化協会の委託事業として、四季を通じて花井の植付を続け街に花

と緑の景観を作っている。

(土木費〉
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事業名 事業の概要 業事 費 成 果

向川原団地市営住宅建|建替工事

替(第 3期〉 。構造:プレキャスト鉄筋 3ンクリート造

。規模: 4階建 2棟

。戸数: 6 4戸

。建築面積:1， 156. 26m2 

。延面積 : 4， 334. 94 rrf 

300，919千円 向川原団地は、昭和 32年より昭和 36年にかけて建設された木造及び簡易耐火

造平家建て住宅 (全 157戸〉であり、築造後約 30年経過した建物は、かなり老

朽化し、機能的にも、性能的にも現代の住宅より劣っている。

こうした状況を考慮し、都市の不燃化の促進及び居住水準の向上を図るととも

に、住戸数の増加並びに良好な市街地形成を目的として、建替事業(昭和 61年度

から 4カ 年 計 画 =9棟、 264戸)を計画し、今年度は最終年度である。

完成は、第 4期工事が債務負担行為であり、平成 2年度となる。

。財源内訳

国庫補助金 150，108 

都補助金 23， 307 

地 方 債 127，500

一般財源 4 

昭和63年度~元年度債務

負担行為

。全体事業費

723，741千円

向川原団地市営住宅建|建替工事 127，574千円

替(第 4期) 。構造:刀打川鉄筋コンク 1)ート造

。規模: 4階建 3棟

。戸数: 8 8戸

。建築面積:1， 721. 04ni 

。延面積:5， 920. 25 ni 

。関連工事:既存道路解体

。財源内訳

国庫補助金 50， 258 

都補助金 19，312 

地 方 債 25，900 

一般財源 32， 104 

元年度'"'-'2年度債務負担

行為

。全体事業費

1， 095， 768千円

完成した第 3期 5号棟

-106-

(土木費)
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才肖 広方 重主主

事 業 名 事 業 の

消防 水利整備 消火栓新設ほか

新設

耐震用貯水槽

j南 防施設整備 消防団器具置場

災害 対策整備 防災備蓄倉庫

-108-

概 要 事 業 費

14，529千円

1 0基

l基 7，710千円

3カ所 1，325千円

3基 3， 399千円

成 果

消火活動時における水利の中心となる消火栓 10基の新設及び既設消火栓の維持

管理を行い、消防水利の充実を図った。

震災時に備えて、耐震用貯水槽(4 0 t )を新設し、消防水利の充実を図った。

消防団第四分団第 l部ほか 2カ所の器具置場の改修を行い、消防施設の整備拡充

に努めた。

災害時における食糧及び毛布等の備蓄用倉庫を設置し、その対応を図った。

〈消防費〉

一109-



孝z 事ヨ「 重量

事 業 名 事 業 の 概 要

第四小学校校庭整備 校庭整地 5，155nf 

カラーサンド舗装 107 nf 

集水桝 7カ所

浸透管(ゆ 900H2，400) 1カ所

U字溝 L = 255.5m 

高幡台小学校暖房設備 F Fガス暖房機

改修 普通教室 2 2台

特別教室 1 3台

管理諸室 1 0台

滝合小学校余裕教室活|普通教室 l教室

用 内部改修

床、壁、建具等塗装、照明

器具

ヒートポンプエアコン l台、

電気湯沸器、流し台等

第七小学校他 6校パス|電動式バスケットゴール設置

ケットゴール設置その| 七小、三沢台小、四小、六小

他工事 八小、平山小、高幡台小

-110-

事 業 費

30， 437千円

27，541千円

4，069千円

30， 509千円

成 果

実施計画に基づき、シンダー舗装未施行で、校庭排水の悪化や凹凸が生じた校庭

を整備すると共に、校門から昇降口までの校庭内児童用通路をカラー舗装し、安全

確保と教育環境の整備を図った。

教育施設整備の中で、小学校では一校だけとなったストーブによる暖房方式を、

F Fガス暖房に改修した。

これにより、 3階まである各普通教室、特別教室等への灯油の補給や、冬期の教

室内スペースの拡大等安全確保と教育環境の充実を図った。

余裕教室活用検討委員会報告に基づき、学校における教育活動の質的な充実を図

ると共に、地域の人が利用できる施設として余裕教室の改修を行った。

小学校のバスケット指導が、中学校での体育指導との関連も含めて重要となって

おり、バスケット型の運動有効性が重視されるようになったため、年次計画に基づ

き、本年度は 7校に電動式ノ〈スケットゴールを設置した。

これにより、学校体育授業の充実と、バスケット学校対抗試合も盛んに実施され

るようになった。

(教育費)
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事 業 名 事 業 の 概 要

第五小学校改築 RC造 4階建

延床面積 6，291nf 

普通教室 23 

特別教室 7 

多目的教室 3 

百草台小学校屋内運動 外壁改修 600 nf 

場大規模改造 窓枠改修(スチール→アルミ)

床補修

内部、屋根、床塗装

-112-

事 業 費

492， 856千円

。財源内訳

国庫補助金 87，080 

都補助金 109，400 

地 方 債 140，300 

公共施設建設基金

100，000 

一般財源 56， 076 

元--2年度

債務負担行為

。全体事業費

1. 690， 745千円

35，947千円

。財源内訳

6， 827 

都補助金 2， 900 

一般財源 26， 220 

成 果

昭和 34年に建設され、 30年近く経過し、施設の老朽化が進むと共に、増築に

より施設配置が複雑となり、教育上様々な問題が発生したため、校舎の全面改築に

着手した 。

また、校舎を敷地北側に集約し、土地の効率的利用も併せて図った 。

建 設 中 の 第 五 小 学 校

老朽化した屋内運動場の外壁、窓枠を改修し、内部、床、屋根の全面塗装も行い

教育環境の整備を図った 。

改修された百草台小学校屋内運動場

(教育費)
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事 業 名 事 業 の 概 要

潤徳小学校屋内運動場 外壁改修 620 nf 

大規模 改 造 窓枠改修 (スチール→アルミ )

内部、屋根、床塗装

第八小学校屋上防水 改 校舎棟、給食室、機械 室屋上防

修 水

一114-

事 業 費

28. 171千円

。財源内訳

国庫 補助 金 6. 841 

都補助金 2. 100 

一 般財源 19. 230 

16.789千円

成 果

百草台小学校と同様に老朽化した屋内運動場の改修を実施した 。

改修された潤徳小学校屋内運動場

老朽化により 一 部に雨漏りがあ った第一期校舎棟及び給食室屋上の防水工事を実

施した 。

(教育費)
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事 業 名 事 業の 概要 事 業 費 成 果

第 一小学 校建具等改修 |建具改修(スチール→アルミ )

暖房機械室改修

外壁改修

階 段 防 火 区 画 改 修

196， 668千円

。財源内訳

国 庫補 助金

都補助金

76， 671 

6， 300 

昭和 37--39年度に建築され、老朽化が著しい建具、暖房設備や防火設備につ

いて、昭和 63年度実施設計に基づき改修工事を実施した 。

これにより防音効果や暖房能力が高まり、外壁も改修され、教育環境の向上を図

っ fこ。

一般財源 113，697 

第二小学校建具等改修|校舎窓枠(スチール→アルミ〉 4， 172千円 昭和 42--43年度に建設した校舎の窓枠及び暖房設備が老朽化したため、サッ

シをアルミに交換し、暖房設備を改修する設計を実施した 。

また、外壁、防火区画等の改修設計も併せて実施した 。

に伴 う設計委託 外壁改修

暖房・換気設備改修

校舎、機械室 l部内部改修

戸学校給食室食 l給食室食堂新一 175，430千円

堂新築他 鉄筋 3ンクリート造 2階建 (一部 4 (給 食棟新築 105，370 

階 建 〉 大規 模改 造 70， 060 

給 食 室 435 nf 

食 呈，llι 443 nf 。財源内訳

校舎(廊下ほか〉 329 m2 

「国庫補助金 10， 558 

都補助金 5， 900 

校 舎 大 規 模 改 造 工 事 l一般財源 158， 972 

外壁改修

屋上防水 元 --2年度

ガス FF暖房機設置 債務負担行為

。全体事業費

632， 286千 円

中学校給食施設整備事業として、最後となった第三中学校の給食室・食堂新築工

事を実施し、平成 2年度に完成予定である 。

また、既存校舎について、外壁、屋上、暖房設備の老朽化に対処するため、外壁

改修、屋上防水、ガス FF暖房機設置工事を併せて実施し、教育環境の整備を図っ

fこ口

(教育費)
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事業 名 事業の概要

(仮称〉青年の森・安 |構 造

曇荘新築設計

鉄筋 3ンク 1)→造(一部

木造)地下 l階地上

2階

規模 。敷地面積 3.554. 3 rrf 

。延床面積1.392. 3 m2 

主要施設

客室 10室、食堂、厨房、

浴室、研修室、ロビー、ラ

ウンジ、管理人室他

大成荘 改築基本設 計|構造 鉄筋コンクリート造 2階建

(一部 3階建)

規模

。敷地面積

。延床面積

主要施設

14.236.49 rrf 

2.299.73rrf 

客室 20室(団体 10、個人

10)、食堂、調理室、自炊

室、多目的室、大小浴室、

乾 燥 室 、 引 率 者 室、図書

室、喫茶コーナー、ロ

ビー、管理人室、天体観測

広場、エレベータ一、屋外

炊飯施設他

-118-

事 業 費

21. 321千円

8. 961千円

成 果

施設のテーマを「青年の森 」 とし、青年層を中心に、一般市民の野外活動、レク

リエーション等への利用を目的とした施設 [" (仮称)青年の森・安曇荘 」の実施設

計を行った。

昭和40年に木造校舎を解体利用し、小中学校の林間施設として建設された大成荘

は、近年老朽化が著しく、宿泊施設としての適合性、快適性などに欠けるため 「少

年の森 J として、児童生徒等を中心としたグループ利用と同時に、一般市民の保養

施設としての利用も十分配慮した大成荘改築基本設計を行った 。

(教育費〉
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事業 名 事業の概要 事 業 費 成 果

指導法改善研究補助 Ir 2 1世紀に生きる子どもの生

涯教育」をすすめるため、次の

テーマにかかわる研究を奨励す

るために補助金を交付。

。小集団による主体的・創造

的な学習活動の研究

。チーム・ティーチングによ

る指導の研究

。体験的な学習活動の研究

。地域素材を生かした教育活

動の研究

3， 650千円 。本事業の趣旨である「ひとり 一人の子どもの個性を尊重する研究活動 J、 「子ど

もの多様な体験を通しての豊かな感性を培う研究実践」、 「地域の素材を生かし

た教育活動」など新しい時代の要請に合った教育方法の開発のための申請が 22 

件あり、全て受理された。

年度末には多岐にわたる研究内容の報告がされた。その概要は以下の通りであ

る。

-体験学習を通して意欲の高揚を図ることができた。

・日常行っている指導内容を再検討することにより、内容の充実を図ることがで

きた 0

・グループや個人による研究内容が全校に拡がり、研究内容の充実を図ることが

できた 0

・市内幼稚園、小・中学校への公開発表を通して研究の成果を広めることができ

fこ。

。授業改善委員会は、研究紀要 r2 1世紀に生きる子どもの生涯学習の推進 Jの作

成及び指導の手引「小学校用国語、社会、算数、理科」を作成し、本市の学校教

育における授業改善に寄与することができた口

埋蔵文化財整理保管室 施設の規模及び構造 170， 538千円

新築 (規模) 63-----平成元年度

。整理棟 敷地面積 728. 00 rrf 債務負担行為

延床面積 506. 02 rrf 。全体事業費

。保管棟 敷地面積 527.00 rrf 212，566千円

延床面積 244.00 m2 

(建物の構造〉

日野市内に残された有形・無形の文化財の調査、研究及び、文化財に対する市民

の理解と保護意識の高揚促進が図られる 。

鉄筋 コンクリ ート造 2階建

施工期間

着工 平成元年 3月 4日

完成 平成元年 11月30日

所在地 日野本町2-4-7、 9

(教育費〉
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事業名 事 業 の 概 要 費事 成 果業

ふるさ と博物館展示工 | 展 示 室 317. 42rri I 74，470千円

作物作成 |エントランスホール 84. 96 rri I 63--平成元年度

債務負担行為

。全体事業費

107，950千円

昭和 63年 度 に 博 物 館 が 新 築 さ れ 、 本 年 度 常 設 展 示 が 完 成 し た こ と に よ り 名 実 共

に博物館が開館することになった。常設展示の公開は、 「ふるさと日野の川と文

化 」 をテーマとし、多摩川を中心にふるさと日野の歴史と文化をより深く理解して

もらう上で充分活用され成果をあげている。

中央公民館改修|工事内訳

建築工事

身障者便所・ホール・ 非 常

階段新設

風除室・実習室・便 所 ・ 壁

面・間仕切改修

床貼替

電気設備工事

給排 水 衛 生 ・ 冷 暖 房 設備工事

54， 260千円

。財源内訳

(一金 6.000 
都 補 助 金 9，464 

一般財源 38，796 

市民の自由な交流の場、文化創造の場、人間形成の場として、大きな役割を果た

してきたが、建築されてから、既に 23年が経過していることから、年々変化する

市民要 望 に 必 ず し も 応 え き れ ぬ 状 況 に あ っ た 。

改 修工事を行うことにより施設の機能が向上し、地域住民の地域活動がより活発

に展開され、住民の福祉の向上に寄与する拠点として大いに期待できる 。

公民館ミニまつり|期日 7月 22--23日

内容 作品展示、ステージ

映画会、模擬居、バザー

ほか

(参加市民 延べ 2，200人)

50千円 公民館を利用して活動している団体、サークルが日頃の成果をそれぞれの形で発

表した。多くの市民が来館し、参加諸サークルの活動の一端に触れることにより、

市民の公民館活動への理解が深められた 。また、サークル相互の交流・連携が図ら

れ、横への輪が広がった。

-122-

(教育費〉
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事 業 名 事 業 の 概 要

(仮称〉 百草 図書 館 賃借面積

内装設備工事等負担金 1階 113.79nf 

2階 644. 96 nf 

所在地

百草 204番地の l

南平体育館アリーナ照 主アリーナ照明灯20基

明改修 照度アップおよび自動昇降化

-124-

事 業 費

97，850千円

5， 665千円

。財源内訳

1，465 

一 般 財 源 4， 200 

成 果

京王線百草園駅前民間ビルの一部を借り、平成 2年度に 8館目の図書館として開

館し、落川、百草、三沢地域の利用者に図書館サービスの拡大、充実を図る 。

主アリーナの照明灯 20基をそれまでの 700Wからし OOOWに照度ア ップし、利

用者が快適にプレーできるようにした口

また、自動昇降式に改修することによって、電球切れその他の故障の際の作業時

間の短縮と省力化が図られた。

(教育費〉
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事 業 名 事 業 の 概 要

多摩川 グランド管理棟 施設の規模及び構造

新 築 (規模〉

敷地面積 333. 00 rrf 

建築面積 93. 44 rrf 

延床面積 181.33rrf 

階 90.67rrf 

2 階 90. 66 rrf 

〈建物の構造〉

軽量鉄骨造 2階建

1階 倉庫、更衣室、便

所

i階 管理事務室、ミー

ティングルーム他

-126-

事 業 費

31. 776千円

。財源内訳

7，237 

一般財源 24， 539 

成 果

老朽化し使用不能となった、既設の管理棟を取りこわし、よりグランドに近い場

所に管理棟を新設した。この管理棟は、管理事務室、 30--40名収容のミーティ

ングルーム、暖房及び給湯設備を有し、倉庫、手洗および便所も一段と使い易いも

のになるなど、管理機能を高めることができた。

完成したグランド管理棟

(教育費)
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事 業 名 事 業 の 概 要

学校体育施設整備(第 。照明設備新設

=中学校屋外運動場) 14mコンクリート柱 6基

1. OOOWメタルハライド投光器

8灯 x6基

電撃殺虫器 6基

平均照度 約 190ルックス

。クラブハウス新築

3ンク 1)ートプロック造平家建

管理員室 7. 98 nf 

男女更衣室 8. 25 nf 

男女便所 4. 04 nf 

倉庫(1 ) 7. 98 nf 

倉庫(n ) 5. 65 nf 

建築面積 33. 90 nf 

学校体育施設開放 。スポーツ開放

校 庭 2 8校

体育館 2 8校

テニスコート 5校

校庭ナイター 4校

。プール開放 2 8校

-128-

事 業 費

24， 926千円

。財源内訳

都補助金 6， 326 

一 般財源 18，600 

8， 086千円

。財源内訳

2， 085 

一 般財源 6，001 

25，479千円

成 果

市民 のスポーツ ・レクリエーション熱が高まる中で、身近な体育施設として、既

存の学校体育施設の果たす役割は大きい。一般市民とりわけ、勤労青壮年層のスポ

ーツ・レクリエーション活動の場を拡大するため、第三中学校校庭に夜間照明設備

とクラブハウスを新設した。これにより、ー中、七生中、二中、三中の整備が完了

した。

今年度において、市立小中学校全 28校の体育施設の開放を完了し、用具等の条

件整備を行った。このことにより、それぞれの活動目的や利用規模に合わせて、市

民各層が手軽にスポーツ・レクリエーション活動を楽しむことができるようになっ

fこ。

(教育費)
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事業 名 事業の概要 費事 業 成 果

市民プー ル 循 環 ろ 過 装|設備工事

置自動化改修 | 既存ろ過装置を撤去し 、 同 規

模(ろ過能力 250トン)の自

動 ろ 過 装 置 へ の 改 修 (ろ過エ

レメントは除く)

電気設備工事

改修 に 伴 う 電 気 管 配 線及び換

気扇取付けに伴う電気工事

12，875千円

。財源内訳

(都補助金 3. 275 

一 般財源 9， 600 

昭和 40年 8月 に 開 設 し て 以 来 、 稼 働 し て き た プ ー ル 浄 化 装 置 は 、 老 朽 化 著 し く

耐周年数も限界に達したため 、 ポンプの全自動化とと もに全面的に改修を行った 。

これにより、煩雑であったプール薬剤の投入作業等について大幅な省力化が図ら

れた。

-130-

(教育費)

-131-



土地区画整理事業特別会計
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こと士也 E亙r!!U室主E王里写享芸長牛寺 53'J壬主主言十

事業 名 事業の概要 事 業 費 成 果

万願寺 土地区画整理 |工事、補償等

(施行面積 127.2ha ) 

4， 184， 230千円

。財源内訳

国庫支出金 541. 654 

都 支 出 金 714，673 

保留地処分金

2， 927， 903 

都市計画道路の築造、建物の移転等を実施した。

都市計画道路築造 W=  16m 

区画街路築造

水路築造

建物移転

W=4，.._， 16m 

臼 700x 500mm 

145棟

L = 68m 

L = 2，780. 9m 

L = 9.0m 

。全体事業費

27，530，000千円

高幡土地区画整理|工事、補償等

(施行面積 16.8ha ) 

118，492千円 都市計画道路の築造、建物の移転等を実施した 。

。全体事業費

5， 580， 000千円

区画街路築造

水路築造

W=4，.._， 9m L = 1. 091. 9m 

日1.000 x 1. 000 mm ，.._， 1. 400 x 1. 900 mm 

L = 558.2m 

建物移転 15棟

豊田南土地区画整理|換地業務、工事、補償等 2， 501. 348千円

(施行面積 87.1ha) 。財源内訳

国庫支出金 7，875 

一般財源 2，431. 503 

。全体事業費

26， 200， 000千円

西平一一一一けての作業 49，456千円

〈施行面積 92ha ) 

~'\I 万願寺第二土地区画整 事業認可に向けての作業 23， 739千円

理 (施行面積 47ha ) 

換地設計業務、工事全体計画、街区確定測量等の実施及びより 質の 高いまちづく

りを目指して「ふるさとの顔づくり委員会 J を設置した。

立木工作物等移転 1 1件

都市計画決定の作業、基本計画書、環境影響評価書の作成及び地元説明会を実施

する とともに、都市計画決定に向かい各関係機関との協議を行った。

事業計画書の作成、環境影響評価書の作成及び地元説明会を実施するとともに事

業認可に向けて各関係機関との協議を行った。

(土地区画整理事業特別会計〉
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事業名 事業の概要 事 業 費 成 果

東町土地区 画整理|地区の現況把握と事業実施に向

けての基礎的な調査

(施行面積 36ha ) 

25，477千円 都市計画決定の作業、区画整理調査 B (基本計画、事業計画等の作成〉、 PRパ

ンフレットの作成、区域図作成等を実施するとともに各関係機関との協議を行っ

た。

組合等施行地区助成|組合施行の土地区画整理事業に

対して技術指導、事業費の助成

8， 000千円 事業実施地区及び計画地区に対して技術援助を行うとともに、日野市南平土地区

画整理組合に 8，0 0 0千円の助成をした。

事業実施地区 下河内農住組合土地区画整理

南平土地区画整理

計画地区 落川地区

東光寺上地区

四ツ谷前地区

新町地区まちづくり調|総合的なまちづくりのための調

査 |査

11， 845千円 新坂下地区及び周辺の区画整理事業の位置づけを行い、新町地区の総合的なまち

づくりの方向付けを行うための調査を実施した。

住民 PR用映画製作|区画整理事業について住民の理

解を得るための PR用映画

4， 400千円 区画整理事業を映像により、わかり易く解説した 16 mm映画及びビデ オテ ープ

を製作した。今後の地元説明会等に活用する 。

1 6 mm 

ビデオテープ

2 0分 l本

2 0分 4本

(土地区画整理事業特別会計〉
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下水道事業特別会計
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ードァk 五主主写ヨE業主牛寺汚リ壬主主言十

事業名 事業の概要 業 費 成 果事

公共下水道事業 I (南多摩処理区〕

管きょ埋設(汚水)

⑥ 250 mm 

L = 593 m 

管きょ埋設(雨水〉

日 800x 960 mm 

L=171 m 

移設補償

電気地中ケーブル

整備面積

汚水 4. 69ha 

雨水 O. 60ha 

〔浅川処理区〕

管きょ埋設(汚水〉

⑥ 800 ，.._， 250 mm 

L = 4，263 m 

移設補償

水道管、ガス管、電話線

実施設計 L = 16， 862m 

整備面積 55.99ha 

。東京都新都市建設公社委託

管きょ埋設(汚水〉

⑥ 2， 000 ，.._， 250 mm 

L = 3，332 m 

整備面積 5. 72ha 

132，825 

流域関連公共下水道として、昭和 57年度より事業を実施。

南多摩処理区は、昭和 57年度に事業着手して以来、当面の重点整備区域として

整備を進め、ほぼ全域の供用開始を行ったが、平成元年度は若干の未整備区域の面

整備と雨水管の整備を行った。

浅川処理区のうち、浅川右岸処理分区は昭和 61年度から許可を受け工事に着

手。平成元年度は、若宮幹線、七生幹線、七曲幹線、寺の下幹線の枝線整備を実施

した口浅川左岸処理分区は、万願寺土地区画整理事業地内を昭和 59年度より、新

都市建設公社に委託して実施している口

秋川処理区は、昭和 60年度に認可を受け、計画的に 整備を進めている。平成元

年度は、旭が丘処理分区の秋川中央幹線、旭が丘幹線の整備を図るとともに、旭が

丘 4丁目、 5丁目、 6丁目及び西平山 5丁目の面整備を行った。

2， 786， 076千円

。処理区内訳

南多摩処理区

1. 151. 234 

1. 431. 173 

70， 844 

865， 800 

52， 376 

1. 322， 000 

545， 900 

浅川処理区

秋川処理区

その他

。財源内訳

国庫補助金

都補助金

地方債

一般財源

公共下水道管きょ埋設

-142-
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事業 名 事業の概要 費事 成 果業

(公共下水道事業〉 〔秋川処理区〕

管きょ埋設(汚水〉

⑥1. 350 "'"' 2 5 0 mm 

L = 9，696m 

移設補償

水道管、ガス管、電話線

実施設計 L = 477m 

整備面積 42. 03ha 

〔 そ の 他 〕

未認可区域の雨水整備

実施設計 L= 2，195m 

神明上都市下水路整備|矩形きょ埋設

日 3，600 x 2， 160mm 

L =33m 

移設補償

水道管、ガス管

実施設計 L = 258m 

用地取得 320. 85 rrf 

334，726千円

。財源内訳

(一金 7，300
都 補 助 金 3， 832 

一般財源 323， 594 

神明上都市下水路は、日野駅周辺の浸水を解消するため、昭和 50年以降計画的

に整備を進め、神明、日野本町の大部分の約 195haを排水区域として事業を実施。

平成元年度は、 33mの矩形きょを設置した D また、下水路用地として320.85 rrfの

用地を取得した。計画延長1.430mのうち平成元年度末現在1.049mを埋設し、平

成 4年度に完成予定である。

神明上都市下水路矩形きょ工

-144-

(下水道事業特別会計)
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事業名 事業の概要 事 業 費 成 果

14，909rrf 

浅川処理場、浅川幹線工事

流域下水道事業は東京都で実施し、関係各市町で負担金を支払うものである。

南多摩処理区については、南多摩処理場の用地 8，374rrf、ポンプ場用地240rrfの

取得等を行った。

浅川処理区については、浅川処理場の用地 14，909rrfを取得し、浅川処理場管理棟

建設工事を実施。また、浅川幹線90mを埋設した。

秋川処理区については、八王子処理場の用地 16，852rrfを取得し、八王子処理場沈

砂池ポンプ棟建設工事を実施し、あわせて秋川幹線1.736mの埋設を行った。

流域下水道建設負担金 I(南多摩処理区J 肌 827千円

南多摩処理場用地取得 |。処理区内訳

8， 374rrf I (南多摩処理区 9， 996 

ポンプ場用地取得 240rrf I 1浅川処理区 668， 255 

秋川処理区 227，576 

〔浅川処理区〕

浅川処理場用地取得

763， 800 

142，027 

〔秋川処理区〕

八王子処理場用地取得

16，852rrf 

八王子処理場、秋川幹線工事

下水道事業住民 PR用|日野市公共下水道計画の説明お

映画製作 |よび水洗化促進に向けた住民 P

R用映画

4， 666千円 下水道の整備にあたっては、長い年月と巨額の投資だけでなく、住民の理解を必

要とするため、計画説明会、工事説明会、供用開始説明会と住民を対象とした説明

会を開き理解を得ているが、この下水道事業を誰でも理解できるようにわかりやす

く説明した PR映画「住みよい街づくりをめざして」を製作した。今後の説明会に

活用する。

16mm 

ビデオテープ

17分 1本

17分 3本

(下水道事業特別会計)
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市立総合病院事業会計
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子行 li糸毛主壬三r炉苛陪主主葬三義 4主主言十

事 業 名 事 業 の 概 要

1出 波 計 装 置 日本光電 E E G -4 4 1 4 

X 線撮 影装 置 島津 VD150B型

外科用 X線テレビ装置 東芝 SXT-60M 

-152-

事 業 費

3， 500千円

18， 000千円

9， 500千円

成 果

大型ディスプレイのため、多くの情報が見易く更に解かり易い。また、記録紙は

割り 込 み 記 録 が 上 下 両 方 に 可 能 で 、 年 々 多発する交通事故等の高度医療の診断に

役立ち、地域医療の一端を担うべく市民のニーズに応えられた 。

今まで使用していた X線撮影装置が 14年を経過 し、老朽化が目立ち 新しく貿替

えた。撮影時間の短縮、写真に必要のない X線量を少なくし、被ばく線量を押え透

視条件から最適撮影条件が自動設定できることにより、患者及び術者にも良い条件

下で撮影できるようになった D

患者を殆んど動かさないで複雑な位置を容易にこなせる事ができ、高性能なカメ

ラにより精密画像を捉え、また数々の内部機能を装備しており、交通事故が多発し

ている現在、この器械の導入により手術が必要な交通事故患者にその機能を充分に

発揮し成果を収めている。

(市立総合病院事業会計 )
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事 業 名 事 業 の 概 要

院内 学級棟新築 既存の学級棟を人工透析室に改

造するため、新たに学級棟を新

築。

軽量鉄骨造 2階建

延 床 面 積 111.80rri 

-154-

事 業 費

33， 269千円

成 果

昭和 50年 4月に東京で 3番目の病院内学級として発足。すでに 15年を経過し

老朽化も目立ち、院内に入院し加療を要する端息患者等子供達のために、新しく学

級棟を建て替え快適な環境下で治療に専念させることができた 。

(市立総合病院事業会計〉
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雪を言モァ}くえ萱弓享多長牛寺汚リ壬主主言十

事業名 事 業 の 概 要 事 業 費 成 果

配 水 管 新 設|西平山五丁目 l番地先ほか 5件

(補助管改良含む ) I F C Dゆ 75--200 mm 

L = 1. 981. 1 m 

98， 328千円 配水管未布設地域に配水管を布設し、安定給水に努めた。

区画整理地内水道施設|万願寺土地区画整理地内

整備 FCDゆ 75--150 mm 

L = 3，746.2 m 

95， 580千円 土地区画整理事業区域内の水道施設の整備を行った 。

高幡土地区画整理地内

FCDゆ 75--150 mm 

L = 1. 410 m 

35， 009千円

下河内土地区画整理地内

FCDゆ 75--150 mm 

L = 756.6 m 

16， 326千円

石綿管取替|日野1， 135 -- 1. 363番地先布設

(ソケット管含む) I替えほか 7件

FCDゆ 75--150 mm 

L = 1. 703 m 

84， 907千円 本工事により漏水事故防止並びに震災対策に努めた 。

導 水 管 移 設|新井609--625番地先導水管移

設ほか 3件

F C Dゆ150'"'-' 300 mm 

L = 505.3 m 

34， 250千円 導水管整備により、より良い水の供給に努めた。

(受託水道事業特別会計〉
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事 業 名

道 路 関 連

下水道支障移設

他 人i乙 業 関 連

j荷 火 栓 関 連

吾且凡又a 備 補 修

集 中 化 工 事

事 業 の 概 要

新井609'" 625番地先間配水管

移設ほか 4件

FCDゆ 75--200 mm 

L = 563.5 m 

南平五丁目 3--14番地先間配水

管移設ほか 19件

FCDゆ 75--150 mm 

L = 4，063.1 m 

豊田四丁目 16--17番地先間配水

管移設ほか l件

F C D o 150 --250 mm 
L=95.3m 

消火栓の移設及び新設

単口ゆ 75mm 1 8基

旭が丘配水所改修ほか 4件

(所内石綿管・建家・制水弁・

電気設備等〉

旭が丘配水所遠方監視制御設備

ほか 2件

(遠方制御・情報・監視システ

ム〉

-160-

事 業 費

21. 696千円

199，272千円

11. 073千円

5， 730千円

66， 188千円

114，330千円

成 果

道路改修工事に伴い既設配水管の移設を行った。

下水道建設に伴い既設配水管の移設を行った 。

他企業工事に伴い既設配水管の移設を行った。

消火栓の移設及び新設により消防水利の確保に努めた 口

旭が丘配水所、大坂上浄水所施設整備をすることにより安定給水と職場環境の向

上が図られた 。

本工事により多摩平浄水所において、すべての機械操作が可能となり市民サービ

スが向上した 。

(受託水道事業特別会計 〉
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老人入院共済事業特別会計
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乏きノ，/入、信主主士号該主干王葬多量牛寺.53rJ妥当主言十

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費

老人入院見舞共済 1 0歳以上の老人が一定期間入 20， 583千円

院したとき、見舞金を支給し、

入院費用の負担を軽減する。

ー 166-

成 果

日野市老人入院見舞共済制度は、 10歳以上の方を会員とし、会員が病気などで

一定期間入院した時に、見舞金を給付する 「相互扶助」の仕組をもっ共済制度であ

る。平成元年度から新規事業として発足したこの制度は、お年寄りの入院費用を軽

減し、生活の安定と老人福祉の増進に寄与することができた 。

[入院見舞金給付内容]

入 院 期 間 見 舞 金 件 数 給 付 額

1-- 2 0日 5， 000円 264件 320千円

2 1 -- 4 0日 10， 000 186 860 

4 1 -- 6 0日 15， 000 126 890 

6 1 -- 8 0日 2 0 ， 000 6 5 300 

81--110日 3 0 ， 000 3 4 020 

111--150日 4 0 ， 000 3 3 320 

5 1 日以上 5 0 ， 000 218 10， 900 

企仁』3 5十 926 19， 610 

(老人入院共済事業特別会計〉
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財政状況の資料

ー 169-



平成元年度 各会計別決算総括表

(単位:円)

歳 入 歳 出

1コエ』 計 l.llj 

予 算 客員 決 算 客員 予 算 額 決 算 客員

一 般 メZ三』 言十 40，013，437，000 40， 129， 943， 483 40，013，437，000 39， 501， 333， 066 

国 民 健 康 保 険 特 l.llj よヱ』ミ 計 4，271. 856， 00。 4，299，956，057 4， 271. 856， 000 4， 070， 815， 736 

土地区画整理 事 業 特 別 会 計 7，574，825，000 7，575，411. 242 7，574，825，000 6， 976， 300， 047 

下 水 道 事 業 特 思Ij よz三h 言十 5， 368， 394， 000 5，377，645，968 5， 368， 394， 000 5，145，122，109 

~ζ L 託 水 道 事 業 特 l.lIJ よZ三h 計 1. 526， 807， 000 1. 512，147，724 1，526，807，00。 1. 512，147，724 

市 立 総 メE入3 病 院 事 業 メヱhミh 2十 2，828，110，000 2，829，571. 229 2，874，160，000 2，773，714，073 

老 人 保 健 特 l.lIJ よz三h 言十 4，340，968，000 4，113，621. 825 4， 340， 968， 000 4，077，644，671 

老人入院共済 事 業 特 別 会 計 22， 572， 000 22，565，917 22， 572， 000 20， 582， 754 

ムEコ 計 65， 946， 969， 000 65， 860， 863， 445 65， 993， 019， 000 64， 077， 660， 180 
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平成元年度 決算額構成比(普通会計)

歳 出

(決 算 客千員 〉円 (構 成 比 〉 (区 分〉 (決 算 客員〉 (構 成 比〉

% 千円 % 

24， 708， 298 57. 1 議 ぷ~ 費 345， 290 o. 9 

682，742 1.6 総 務 費 5，741. 123 13.7 

1.317，501 3. 0 民 生 費 9， 278， 624 22. 1 

634， 192 1.5 衛 生 費 3，072，754 7.3 

29， 043 o. 1 労 働 費 212，915 o. 5 

27，447 o. 1 農 業 費 166， 509 o. 4 

246， 935 o. 6 商 工 費 161. 714 o. 4 

457，067 1.0 土 木 費 12，427，498 29. 6 

123，140 o. 3 j商 防 費 1， 306， 685 3. 1 

2，795，183 6. 5 教 育 費 6， 228， 371 14.8 

3，894，013 9. 0 災 害 f夏 !日 費 。 o. 0 

3，422，422 7.9 公 イ責 費 3， 003， 581 7.2 

193，049 o. 4 3者 支 出 金 1. 766 O. 0 

601. 552 1.4 e 三十 41. 946， 830 100.0 

1， 578， 290 3. 6 

1.705，510 3. 9 

852， 700 2. 0 

43. 269. 084 100.0 

歳 入

(区 分)

地 方 税

地 方 譲 与 税

利 子 害11
父_._. 付 金

自動車取得税交付金

地 方 父 付 税

交 通安全対策特別交付金

分担金及 び負担金

使 用 キヰ

手 数 料

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

3者 収 入

地 方 債

e 計

利子割交付金 3.0%

繰 越金 3.6% 一~一一-ー

諸 収 入 3.9%

その他
9.0% 

地方税

57.1 % 

都支出金
9.0% 

一
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13.7% 

公債費

。教育費 民生 費

14.8% 
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土木費

29.6% 

22.1% 



収 入の状況(普通会計)
(単位:千円〉

平 成 フE 年 度 Bs 平日 6 3 年 度

区 分 臨時的なもの巴) 差引経常的 左の内訳 決算額 決算額 左のうち経常一般
決算額 なもの 構成比 増減率 決 算 客員 決算額構成比|

仇〉 特定財源 一般財源等 ω-(8) 特定財源 一般財源等 (%) (%) 財源等 (%) 

地 方 税 24， 708， 298 1， 418， 852 23，289，446 ~ 23.289，446 57.1 1.0 24，463，965 23， 123. 065 61. 5 

2 地 方 譲 与 税 682，742 682，742 682，742 1.6 202.2 225. 936 225， 936 0.6 

3 手IJ 子 害IJ うえ 付 金 1， 317， 501 1， 317， 501 1， 317， 501 3.0 69.3 778. 372 778， 372 1.9 

4 ゴルフ 場利用税交付金 ~ 
5 軽油・自動車取得税交付金 634， 192 ど~こ 634， 192 

6 地 方 うえ 付 税 29， 043 29， 043 

634， 192 1.5 6.2 596， 967 596， 967 1.5 

0.1 32. 1 21， 981 O. 1 

7 交通安全対策特別交付金 27，447 ~ ~ 27，447 27，447 0.1 ム 5.6 29，068 29， 068 0.1 

8 分 te. 金 及 び 負 金 246， 935 3， 033 243， 902 243. 902 0.6 13. 8 217，021 0.5 

9 使 用 来ヰ 457， 067 62， 770 394， 297 394. 297 1.0 10.0 415.491 1.0 

10 手 数 事ヰ 123， 140 19， 058 104，082 104.082 0.3 4. 7 117.585 O. 3 

11 国 庫 支 出 金 2， 795， 183 877， 303 409， 142 1， 508， 738 1. 508. 738 ~ 6.5 ム11.5 3. 158， 571 

------------
7.9 

12 国有提供施設等所在市町村助成交付金 ~ ~〆 ~ 
13 都 道 府 県 支 出 金 3，894，013 2， 149， 626 45 1， 744，342 1. 744. 342 ~ 9.0 8.6 3.586， 106 

------------
9.0 

14 財 産 収 入 3，422，422 2， 268， 235 1， 146，219 7， 968 2. 752 5.216 7.9 123.9 1. 528. 781 5， 803 3.8 

15 寄 附 金 193，049 193. 049 

16 繰 入 金 601. 552 228， 465 373， 087 

0.4 ム48.4 373. 957 

ど--------三------
0.9 

1.4 ム26.5 818.746 2.1 

17 繰 越 金 1. 578， 290 833，803 744，487 3.6 68.2 938. 089 

------------
2.4 

18 g者 収 入 1， 705， 510 117，689 1. 121. 139 466. 682 234，742 231. 940 3.9 31. 6 1. 295. 996 202. 111 3.3 

収 益 事 業 収 入 1， 058， 936 ~ 1. 058， 936 ~ 内 ~ ~ 2.4 44.1 735.091 

------------
1.8 

各種 貸 付 金元 利 収 入 186，440 6，274 847 179，319 174.396 4. 923 0.4 ム 3.3 192.729 3.457 0.5 
訳

そ の 他 460. 134 111. 415 61. 356 287. 363 60. 346 227，017 1. 1 25.0 368. 176 198.654 0.9 

19 地 方 債 852， 700 852. 700 

つ ち 都 道 府 県貸付金 ~ 
ど~く~ ~ 2. 0 ム30.9 1. 234. 000 

------------
3. 1 

~ ------------(歳入合 計 ) 43， 269， 084 7. 523， 903 5， 323. 842 30， 421. 339 4， 232， 855 26.188.484 100.0 8. 7 39. 800. 632 24， 961， 322 100.0 

歳入 構成比 % 100.0 17.4 12.3 70. 3 9.8 60.5 ~ 100.0 62. 7 ~ 
一
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市税の徴収実績
(単位:千円)

調 定 j斉 客員 収 入 済 額 徴 収 キ一』ユ (%) 
区 分 収入済額。

標準税率 。のうち徴収 標準税率超 ⑤ ⑦ 。 前年度に

おける徴 の対前年度

現年課税分 滞納繰越分 メE3L 百十 超過調定額 猶予に係る調 現年課税分 滞納繰越分 メ仁〉3、 5十 過収入済額 ③ ⑮ 。 収率

税 日 ~11 
③ ⑮ 。 。 定 済 客員

。 増減率 (的

⑤ ② 。 ⑪ x 100 x 100 x 100 δx 100 

一一 立巨立ヨ 通 税 23， 210， 527 740，515 23，951，042 447，465 22.891. 450 261. 926 23.153.376 446， 140 98.6 35.4 96. 7 96.9 0.1 
法 定 S目1t. 通 税 23， 210， 527 740，515 23， 951. 042 447，465 

(1)市 町 キず 民 税 15， 892， 196 586， 029 16，478，225 447，465 ------
22， 891. 450 261. 926 23. 153， 376 446， 140 98.6 35.4 96. 7 96. 9 o. 1 → 
15. 650. 930 188， 853 15.839，783 446， 140 98.5 32.2 96. 1 96.5 1.2 

約個人均等割 115，865 5， 386 121. 251 
JJJJJ--JJ  J 

付)所 得 害リ 12， 191. 724 566，711 12，758，435 

113，694 1. 737 115. 431 98. 1 32.3 95.2 95.5 1.7 
11. 963， 241 182， 760 12， 146.001 98.1 32. 2 95.2 95. 5 4.4 

上記のうち退職所得分 155， 513 155，513 
- J - - - - J - -， 

( ウ ) 法 人 均等割 212， 371 825 213. 196 

155，513 155， 513 100.0 100.0 100.0 ム15.0
211.742 258 212， 000 99. 7 31. 3 99.4 99.6 4.2 

Lエ)法 人 税 害'1 3，372，236 13， 107 3，385.343 447.465 -戸-戸-戸-戸--戸-戸戸-戸戸戸-戸戸戸-戸-戸戸戸-戸--一-一，♂-戸戸-戸戸-戸r戸--句担F戸-戸-戸-戸- 3， 362. 253 4. 098 3. 366. 351 446， 140 99. 7 31. 3 99.4 99.6 ム 8.9
(2) 固 定 資 産 税 6.619，182 150， 120 6. 769. 302 6.543，714 71. 304 6， 615. 018 98. 9 47.5 97. 7 97. 6 5.4 
tア7純固定資産税 6，559，942 150， 120 6，710.062 6.484.474 71. 304 6.555.778 98.8 47.5 97. 7 97.5 5.9 
(a) 土 地 2，629，171 60. 167 2，689，338 2. 598. 924 28， 578 2， 627. 502 98.8 47.5 97. 7 97.5 6. 2 
(b) 家 屋 2，345.480 53，675 2，399，155 

正J二三二--三二J三7一三(c) 償 却 資 産 1. 585. 291 36. 278 1. 621. 569 
付)交 付 金 59，240 ---- 59， 240 ----

2.318.497 25.494 2，343.991 98.8 47.5 97. 7 97.5 6.4 
1. 567. 053 17.232 1.584.285 98.8 47.5 97. 7 97. 5 4.9 

59. 240 -----59. 240 ----100.0 100.0 100.0 ム33.9 
(3) 軽 自 動 車 税 57， 883 4， 366 62， 249 

JJ・P ・句JJfJJJJJ (4) 市町 村 た ばこ税 592， 137 592， 137 ----
55. 540 1. 769 57， 309 96. 0 40.5 92.1 92.4 2. 7 
592. 137 592. 137 ----100.0 100.0 皆増

(5) 鉱 産 税 ------(6) 特別土地保有税 49， 129 49， 129 
JJ/--///J  J 

ぐア7保 有 分 28， 221 28， 221 

49. 129 49. 129 
///////  / 

100.0 100.0 100.0 418. 7 
28.221 28. 221 100.0 100.0 100.0 197.9 

4イ)取 f尋 分 20，908 20.908 
///////  / 

2 法定外普通税 ------
20. 908 20， 908 

/J rr/f  一/，，p ，，/，，F' 

100.0 100.0 皆増

一目 的 税 1. 418， 679 34， 726 1. 453， 405 1. 402， 358 16.494 1. 418. 852 98.8 47.5 97.6 97.4 5. 8 
入 t、場日 税 ------2 事 業 所 税

J//////  / - - - - 戸 - 一 - - -

3 都 市 計 画 税 1. 418， 679 34. 726 1，459，405 
( 1)土 地 944.481 23，119 967， 600 

tJJJ/三J「こJ/二J J (2) 家 屋 474， 198 11. 607 485， 805 
J----J---/ 

4 水 手11 地 益 税

----1，402.358 16，494 1. 418， 852 
///////  / 

98.8 47.5 97.6 97.4 5.8 
933. 615 10.981 944. 596 98. 8 47.5 97.6 97.4 5. 7 
468.743 5. 513 474.256 

///////  / 
98. 8 47.5 97.6 97.4 6.0 

5 北 同 施 吾員ハ又ー 税
// ///J / / rJ - J - -J JJ--J  J J 

6 宅 地 開 発 税

ニ 旧 法 よ る 税 136， 070 136，070 ----------
4/J/二J 二JJ二J r 

136. 070 136. 070 100.0 100.0 皆増

ム仁コ、 計 (ー~ニ〉 24， 765. 276 775. 241 25.540.517 447.465 24， 429. 878 278. 420 24. 708. 298 446， 140 98.6 35. 9 96. 7 96. 9 1.0 

国民健康保険 税 1. 512. 960 251. 454 1. 764. 414 J/ JJ/ JJ/rJ/ F'  
J--JJJ JJ J J 

国民健康保険 料

市 町村たばこ 消 費 税 54， 139 54. 139 
J三J 三--ァ--

JZ J二FLJ一-一F一J「F一J一J-一J一J一JJ一FJ一J一電 気 税 78， 986 78. 986 

埋ま ガス 税 2， 945 2. 945 
木材 引取税

J J J J J J JJJ  -

その他 ----

1. 418. 964 85. 453 1. 504. 417 

五/ラ/こ三Jこ/二二
93.8 34.0 85. 3 84. 6 4.0 

54. 139 54. 139 100.0 100.0 100.0 ム91.5 
78. 986 78. 986 100.0 100.0 100.0 ム83.6
2， 945 2. 945 ----100.0 100.0 100.0 ム74.3

----
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支出の状況(普通会計)

(単位:千円〉

平 成 フE 年 度 昭 手口 6 3 年 度

区 分 左のうち臨時的なもの⑪ 差引経常的 左の内訳 決算額 決算額 経常収 左のうち経常 決算額 経常収
決算額 な も の 構成比 増減率 支比率 決 算 額 構成比 支比率

仏〉 特定財源 一般財源等 ω-⑪ 特定財源 一般財源等 (%) (%) (%) 一般財源等 (%) (%) 

人 件 費 (a) 8，408，492 41. 681 21. 393 8，345，418 840，456 7， 504， 962 20. 1 6.6 28. 7 7，890，713 6，963.380 20. 7 27.9 

2 物 件 費 5，709，650 85， 765 726， 088 4， 897， 797 1. 047， 570 3， 850， 227 13.6 12.6 14. 7 5. 072， 540 3， 766， 998 13.3 15.2 

3 維 持 補 修 費 437， 248 437， 248 63，071 374，177 1.0 12.4 1.4 389，009 317，977 1.0 1.3 

4 扶 助 費 3，417，874 56，560 3，361. 314 2，210，647 1. 150.667 8. 1 6.8 4.4 3， 199.561 1， 097， 906 8.4 4.4 

5 補 助 費 等 3， 280， 083 20， 993 588，404 2. 670. 686 347，327 2， 323， 359 7.8 5.5 8. 9 3， 107，796 2， 305， 352 8.1 9.2 

内 (1) 一部 事 務 組 合に対するもの 156. 795 156. 795 156. 795 0.4 7.6 0.6 145. 752 145. 752 0.4 0.6 

訳 (2) (1) 以 外 の も の 3. 123， 288 20， 993 588，404 2.513，891 347，327 2，166，564 7.4 5.4 8. 3 2，962，044 2，159，600 7. 7 8. 7 

6 公 債 費 3. 003， 237 351. 800 2， 651. 437 37， 196 2， 614， 241 7.2 4.3 10.0 2，878，765 2，476，314 7.5 9.9 

内 (1)元 手IJ 償 還 金 3， 003. 237 351. 800 2，651. 437 37， 196 2. 614， 241 7.2 4.4 10.0 2，876，361 2，473.910 7.5 9.9 

訳 (2) ー 時 {j日I:!: 入 金 利 子 ~ ~ 
7 積 立 金 2， 185， 230 864， 240 1. 320. 990 ~ 三=

皆減 2，404 2，404 0.0 0.0 

~ 5.2 ム46.1 / 4， 056， 931 ~ 10.6 / 
8 投 資及び出資金・貸付金 259.748 6， 040 59，620 194，088 174，396 19.692 0.6 ム75.0 0.1 1，039，723 10，472 2. 7 0.0 

9 繰 出 金 1. 954， 618 35， 938 1. 548. 445 370， 235 18，674 351， 561 4. 7 22.5 1.3 1. 595. 305 286，991 4. 2 1. 1 

10 前年度繰り上げ充用金 ~ ~ ~ ~ / ~ / 
計 (1"'10) 28，656，180 1. 054. 657 4， 673， 300 22. 928. 223 4， 739， 337 18， 188. 886 68.3 ム 2.0 69.5 29，230.343 17，225，390 76.5 69.0 

11 投 資 的 経 費 13. 290， 650 5. 962. 764 7.327，886 二/三/三/ 
つ ち 人 件 費 (b) 229，909 40，213 189，696 

(1 )普 通 建 さ白凡又 事 業 費 13， 284， 320 5， 962， 764 7， 321. 556 

〈/こ~ ~ 31. 7 47.8 28.0 8，991. 999 ~ 23.5 17.6 

0.5 78. 7 O. 7 128， 648 

づ
0.3 0.4 

31. 7 47.8 28.0 8.985.838 23.5 17.6 

ち 単 独 事 業 費 11. 646， 653 4， 545， 814 7， 100，839 27. 8 75.4 27.1 6. 639. 186 17.4 17.2 

(2) 災 害 f菱 !日 事 業 費

(3) 失 業 対 策 事 業 費 6， 330 6， 330 ~ ~ O. 0 2. 7 O. 0 6. 161 0.0 0.0 

歳 出 よE入1 計 41. 946， 830 7，017，421 12，001. 186 22， 928， 223 4， 739， 337 18， 188. 886 100.0 i 9.7 38.222.342 17.225，390 100.0 / 
つ ち 人 件 費 (a) 十 (b) 8.638，401 81. 894 211. 089 8，345，418 840. 456 7， 504. 962 20.6 I 7.7 8.019.361 6， 963. 380 21. 0 / 

歳出構成比 (%) 100.0 16.7 28.6 54. 7 11. 3 
一

43.4 ンァ三 100.0 45.1 / / 
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普通建 設 事 業 の 状 況 (普通会計)

(単位 :千円〉

財 源 内 訳

区 分 決 算 客員

国 庫 支 出 金 都 支 出 金 地 方 債 その他の特定財源 一 般 財 源 等

議 メヱミ』 費 9， 785 9， 785 

r、」入;、 務 費 35，318 35，318 

民 生 費 2， 056， 775 166， 760 396， 792 507，500 206， 825 778， 898 

衛 生 費 273， 483 30， 550 17，117 24， 400 201. 416 

農 業 費 59， 239 32， 280 26， 959 

土 木 費 9，068，917 486，016 918，169 180，500 2，405， 126 5，079， 106 

j同 防 費 16，214 16，214 

教 =同e< 費 1， 762， 823 193， 977 156，452 140，300 100，000 1. 172， 094 

そ の 他 1， 766 1. 766 

よEコk 5十 13，284，320 877， 303 1， 520，810 852， 700 2，711， 951 7，321， 556 

ーーιー
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地方債現在高の 状 況

(単価:千円)

昭和 63年度 平成元年度 平成元年度 平成 元年度元利償還額 Dの財源内訳 差引現在高 平成元年度 Eの借入先別内訳

区 分 末現在高 発 f丁 額 財源対策債 プE 金 言十 A+B-C 末財源対策
利 子 特定財源 税 等 政府資金 その他

A B 発 イ丁 額 C D E 債現在高

般 公 並 事 業 35， 645 906 2， 060 2， 966 2， 966 34， 739 1. 178 34， 739 

2. - 般 単 独 事 業 7， 756， 239 70，400 260， 182 435， 518 695， 700 695， 700 7.566，457 256，663 5，375，673 2. 190，784 

a公営住宅建設事業 777，571 153， 400 12，513 I 40.011 52， 524 52， 524 918，458 759，441 159，017 
一

4. 義務教 育施 設整備事業 7， 752， 957 140， 300 282， 715 519， 308 802，023 802， 023 7， 610， 542 179，712 7，600.842 9， 700 

E 公共用地先行取得等事業 ~ 般 ~ 
6. 一 般 廃 棄 物 処理事業 4， 360， 123 24， 400 258， 715 259， 114 517.829 517，829 4，125，808 98， 141 4，125，808 

7.厚生 福祉 施設整備事業 1. 643， 478 464， 200 59， 979 107，834 167，813 167，813 2，047，699 67， 554 2，047，699 
メZ三h 

三二
& 財 源 対 策 債 644， 853 41. 605 

9.都道府県貸付金 1. 327， 031 351. 848 
計

~ 10. 減収補てん債 (昭和50年度分〉

43，289 84， 894 84， 894 603， 248 ~ 603，248 

92， 808 444，656 444， 656 975， 183 ~ 975， 183 

~ 
11.そ の 他

言十 24，297，897 852， 700 1. 268， 463 1. 499， 942 2，768，405 52， 524 2，715，881 23， 882， 134 603， 248 20，547，450 3， 334， 684 

下 般 公 並 事 業 135， 627 3，067 7.957 11. 024 11. 024 132， 560 34. 033 132， 560 
水
道 2. - 般 単 独 事 業 874， 136 158，301 61. 511 219，812 219. 812 715，835 84， 315 631. 520 
事
業 a財 源 対 策 債 35，510 1，477 
特

2， 518 3. 995 3， 995 34，033 ~ 34，033 

思IJ 4 下 7l< 道 事 業 7， 638， 771 2.085，800 76， 255 386， 127 462， 382 462. 382 9， 648， 316 5，932，850 3，715，466 
~ェh 

言十 言十 8，684，044 2， 085， 800 239， 100 458. 113 697， 213 697， 213 10，530.744 6. 183， 758 4.346，986 

市 立総 合 病 院 事業会計 352. 391 15.627 25. 760 41. 387 41. 387 336， 764 336， 764 

土 地 区画整理事業特 別 会計 103，950 103，950 103.950 
(特定資金)

lEL コ 計 33，438，282 2. 938. 500 1. 523， 190 1. 983， 815 3， 507， 005 52， 524 3， 454， 481 34， 853. 592 637， 281 27， 067， 972 7， 785. 620 

」圃
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地方債借入先別及び利率別現在高の状況

(単位 :千円)

昭和 63年度末 平 成元年度 平成元年度 差引現在高 D の 手IJ 率 月IJ 内 訳

現在 高 発行額 償還元金額 A 十 B - C 5 . 0 % 5 . 5 % 6 . 0 % 6 . 5 % 7 . 0 % 7 . 5 % 8 . 0 % 8.5 % 

A B C D 以 下 以 下 以 下 以 下 以 下 以 下 以 下 以 下

1.政 府 資 金 25，771. 390 2， 240， 200 794，437 27， 217， 153 8， 827， 785 551. 400 8，851. 540 421. 137 8，565，291 

(1)資 金 運 用 部 15，180，835 2，082，500 481. 956 16，781. 379 5， 137， 585 551. 400 4，495，967 6，596，427 
内

内 ぐ'J')仔)以外のもの 8，529，834 1，593，900 174，377 9，949，357 3，419，085 551. 400 1. 742， 774 4，236，098 

訳 付)年金資金によるもの 6， 651. 001 488，600 307， 579 6， 832， 022 1. 718， 500 2， 753， 193 2，360，329 
訳

(2) 簡 易 保 険 局 10， 590， 555 157， 700 312，481 10，435，774 3，690，200 4，355，573 421. 137 1，968，864 

2.公営企業金融公庫 5， 184， 497 585， 300 156， 773 5， 613， 024 1. 830， 000 1. 123，942 2， 255， 860 403， 222 

3.市 中 銀 行 38，324 9， 700 38， 324 9， 700 9， 700 

4.保 険 メ~ 社

5.共 済 組 メE3L 等 501. 670 43， 300 154， 170 390， 800 220， 540 66，480 103，780 

6.そ の 他 1. 838， 451 60，000 379，486 1. 518， 965 539， 172 7， 987 128，600 843， 206 

計 E 33，334，332 2，938，500 1. 523， 190 34，749，642 11. 417， 497 559， 387 10， 104，082 487，617 11. 777， 837 403，222 

E 証 書 f二目位 入 分 33，028，982 2，938，500 1. 388， 100 34，579，382 11. 417， 497 559， 387 10， 104， 082 421. 137 11，674，057 403， 222 
の

内 証 券 発 fT 分 305， 350 135， 090 170，260 66，480 103， 780 
訳

つ ち 登 録 債 223，090 121. 410 101. 680 66，480 35， 200 

7.特定資金(N T T ) 103，950 103，950 103，950 

ムc1 計 33，438，282 2，938，500 1. 523， 190 34，853，592 11. 521. 447 559， 387 10， 104，082 487，617 11. 777， 837 403. 222 
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平成元年度 一般会計各款・節別決算額一覧表

〈単位:円〉

~三
2 3 

議 メ~ 費 総 務 費 民 生 費

4 5 6 7 8 

衛 生 費 労 働 費 農 業 費 商 工 費 土 木 費

1.報 酬 148， 365， 000 28， 151， 949 49，035，270 120， 000 208， 000 9， 792， 000 2，416，000 

2.給 料 39，616，752 823. 034. 851 1， 032， 864， 249 242， 396， 853 9，746，439 33，921. 706 12，068，413 315，414，203 

3.職 員 手 当 等 87. 512. 646 1， 198. 138， 978 778. 196，777 218， 868， 799 8， 513， 761 29，255，810 10，456，531 265， 752， 831 

4.共 済 費 19， 960， 680 525.984，438 153，090，020 36.177，786 1. 431. 069 4， 811. 055 1. 738， 294 45， 504， 066 

5.災 害 補 償 費 9，744 

7.賃 金 22， 676， 970 105，356，204 31. 331. 001 420，898 6， 733， 705 

8.報 {賞 費 60，000 36. 851， 370 70.334，493 10，635. 139 50，000 1. 710， 196 129，600 2，466，378 

9.旅 費 6，755，370 10，377，305 6.834，199 699， 253 168. 829 1. 219， 793 127，559 3，284，038 

10.交 際 費 2， 102，525 3. 835， 021 130，950 

11.需 用 費 14，284，520 292，690，841 235，539，522 364，201. 068 2， 703， 290 2，568.793 900，407 205， 972， 181 

12.役 務 費 287，343 81， 438， 298 26， 064， 157 145，211. 200 489.612 261， 726 76，867 33，844，464 

13.委 託 米ヰ 7， 482， 804 457， 691， 240 440， 591， 050 1. 096. 101. 864 10.664，620 223.262 599，460 932，194，466 

14.使用料及び賃借料 1. 412， 474 154， 713， 645 9， 766， 536 1. 899， 094 65， 160 786， 000 3，433，433 

15.工 事 5青 負 費 8，259，570 1， 887， 440， 300 162，698，800 1. 425， 014， 410 

16.原 ネオ 料 費 77， 971 320，381 540， 235 13，171. 806 

17.公有 財産購入費 1，083，648，000 8， 356， 350 833，096，132 

18.備 口口口 購 入 費 9， 901， 276 50，299，034 102，335，966 42， 804， 941 34， 999 3， 963， 526 8，230，291 

19.負担金、補助及び交付金 7，492，000 114，211. 361 201. 029. 092 711， 446， 188 14，712，600 77，378，010 41， 785， 179 44，675，662 

20.扶 助 費 3， 325， 307， 623 1. 720. 600 

21.貸 付 金 6，040，000 15， 150， 000 33，000，000 85， 000， 000 

22.補償、補填及び賠償金 334， 761 352， 922 275， 000 13，293，056 

23.償還金、利子及び割引料 156，023，030 615， 850 

24.投 資及 び出資金 70，458，000 

25.積 立 金 2， 185， 229， 561 

26.寄 附 金

27.公 課 費 56， 700 1. 327， 200 2， 725， 600 65， 500 

28.繰 出 金 35， 937， 837 744， 139， 000 4， 572， 988， 000 

予 備 費

企Eコh 計 345， 290. 090 7. 276. 982， 975 9. 192，719，961 3， 138， 590， 721 83， 508， 979 166，509，225 152，882，310 8.727.485，122 
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(単位:円〉

~三
9 1 0 1 1 

j南 防 費 教 τ同£耳 費 公 債 費

1 2 1 3 -e コ 計

諸支出金 予 備 費 予 算 客員 決 算 額

1.報 酬 22. 005. 300 103.476.109 367.485.000 363.569.628 

2.給 キヰ 1. 183. 501. 808 3.694.888.000 3.692，565.274 

3.職 員 手 当 等 856.552.173 3.458.420.00。 3.453，248.306 

4.共 済 費 171. 874. 818 961. 881. 000 960. 572. 226 

5.災 霊EコZ 補 償 費 10.000 9，744 

7.賃 金 41.435.832 221. 318. 000 207.954.610 

8.報 {賞 費 5.968.968 65.440.135 200.735.000 193.646.179 

9.旅 費 728. 100 5.823. 161 41. 049.000 36，017.607 

10.交 際 費 90. 300 689. 162 7. 755. 000 6.847.958 

11.需 用 費 8. 116.309 806.719.402 2.027.645，000 1.933.696.333 

12.役 務 費 1. 927. 518 33.173.834 111. 294 340.434.000 322.886.313 

13.委 5モ 料 1. 219， 827. 689 441. 819. 134 4，675.233.000 4，607. 195.589 

14.使用 料 及 び 賃 借料 546.348 65.597.740 246.434.000 238.220.430 

15.工 事 3青 負 費 7， 709， 550 1. 418， 878， 300 5.051.334.000 4.910.000.930 

16.原 キオ 来ヰ 費 368， 534 2， 161. 813 17.968.000 16.640.740 

17.公有 財産購入 費 13.344.000 16.368.420 1，766.490 1. 988. 831. 000 1. 956. 579. 392 

18.備 ロロロ 購 入 費 9， 607. 325 309. 721. 004 545.438.000 536.898.362 

19.負担金、補助及び交付金 29，086.526 429. 782. 203 226.817.553 1. 966. 249. 000 1.898.416.374 

20.扶 助 費 92.565.301 3.426.491. 000 3.419.593.524 

21.貸 付 金 100.000 50.000.000 189，640.000 189.290.000 

22.補償 、補填及び賠償金
22.629.000 14. 255. 739 

23.償還金、 利子及び割引料 4. 727. 790 2.768.404.540 2. 942. 905. 000 2.929，771. 210 

24.投 資及び 出資金
74.620.000 70.458.000 

25.積 立 金
2. 185. 232. 000 2. 185. 229. 561 

26.寄 附 金

27.公 課 費 529. 200 4，745.000 4. 704. 200 

28.繰 出 金

予 備 費

5.353.066.000 5.353.064.837 

1.002，000 

一---------メE泊3、 言十 1. 319. 855. 667 6.050.408.139 2. 768. 515. 834 278. 584. 043 40.013.437.00。 39. 501. 333 066 
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一般会計給与費明細書

(単位:円〉

予 算 ネヰ 自 職員数 (人〉 給 与 費
北 j斉 費 メEhヨ. 計

款 項 特別職 一般職 報 酬 給 事ヰ 職員手当等 計

1.議会費 30 10 148，365，000 39，616，752 87，512，646 275，494，398 19，960，680 295，455，078 

1. 議 えヱミh 費 30 10 148， 365， 000 39，616，752 87，512，646 275，494，398 19，960，680 295，455，078 

2.総務費 902 238 28， 151. 949 823， 034， 851 1， 198， 138， 978 2，049，325，778 525，984，438 2，575，310，216 

1.総務管理費 52 147 8， 252， 099 525， 389， 631 903.401，039 1， 437. 042， 769 483，029，801 1. 920， 072， 570 

2.徴 税 費 14 58 344， 000 190， 123，980 156，711， 306 347，179，286 27， 277， 822 374，457， 108 

3.戸籍住民基本台帳費 22 65，632，001 52， 578， 764 118，210， 765 9.744，408 127，955，173 

4.選 挙 費 658 5 13， 192， 500 18，533，677 65， 050， 502 96， 776， 679 2，648，434 99， 425， 113 

5.統計 調査費 176 3 4， 599， 350 8，605，913 7， 586， 908 20，792， 171 1. 266， 142 22， 058， 313 

6.監査 委員費 2 3 1. 764， 000 14，749，649 12，810，459 29， 324， 108 2，017，831 31. 341， 939 

3.民生費 265 334 49，035，270 1. 032， 864， 249 778， 196，777 1. 860， 096， 296 153，090，020 2，013， 186，316 

1.社会福祉費 196 64 16，035，000 206， 890， 335 169，323，223 392， 248， 558 29，842，014 422，090，572 

2.児童福祉費 68 263 31. 920， 270 802， 359， 253 586， 126， 503 1，420，406，026 119，790，214 1. 540， 196， 240 

3.生活保護費 7 1， 080， 000 23，614，661 22，747，051 47，441. 712 3，457，792 50， 899， 504 

4.衛生費 17 81 120， 000 242， 396， 853 218，868，799 461. 385， 652 36，177，786 497，563，438 

1.保 健 衛生費 17 23 120， 000 73，342，407 56，311.039 129，773，446 10，570，480 

2. 清 f帯 費 58 169，054，446 162，557，760 331. 612， 206 25， 607， 306 357， 219， 512 

5.労働費 15 3 208， 000 9，746，439 8， 513， 761 18，468，200 1. 431. 069 川悦 269 I 

1.労 働 3者 費 15 3 208， 000 9，746，439 8，513，761 18，468，200 L 431， 069 19，899，269 

6.農業費 20 9 9， 792， 000 33， 921， 706 29， 255， 810 72， 969， 516 4，811. 055 77，780，571 

1.農 業 費 20 9 9， 792， 000 33，921. 706 29，255，810 72，969，516 4，811，055 77，780，571 

7.商工費 3 12，068，413 10，456，531 22， 524， 944 1. 738， 294 24， 263， 238 

L 商 工 費 3 12，068，413 10，455，531 22， 524， 944 1. 738， 294 24， 263， 238 
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予 算 ネヰ 目 職員数(人〉

款 項 特別職 一般職 報 酬

8.土木費 65 90 2，416，000 

L土木 管理費 27 

2.道路橋りょう費 23 24 152， 000 

3.河 JlI 費 9 

4.都 市 計画費 42 30 2，264，000 

9.消 防費 519 22， 005， 300 

1.消 防 費 519 22， 005， 300 

10.教 育費 308 359 103，476， 109 

1.教育総務費 7 27 8，135，280 

2.小 Aザ.u.ー 校 費 101 160 37， 896， 000 

3.中 Aザ.u.ー 校 費 40 78 14，928，000 

4.幼 稚 園 費 21 26 12，857，700 

5.社会教育費 115 60 27， 355， 129 

6.体 育 費 24 8 2. 304， 000 

A E1 5十 2， 141 1. 127 363. 569， 628 

扶 養 手 当

調 整 手 当

士自氏 理 職 手 当
職員 手 当 等 の内訳

特殊勤務手当

児 童 手 当

期末勤勉手当

注 1 .職員数は平成 2年 3月31日現在の人数による。

2.特別職は報酬支給対象委員のみとした。
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(単位:円〉

給 与 費
並 済 費 よELコ 計

給 料 職員手当等 三十

315，414，203 265，752，831 583，583，034 45，504，066 629，087，100 

94， 528， 536 81，448，496 175，977，032 13， 644， 903 189， 621. 935 

72， 323， 336 58，742，572 131. 217， 908 10.551. 577 141. 769. 485 

32， 336， 386 27，968，245 60.304，631 4，714.334 65，018，965 

116，225，945 97，593，518 216，083，463 16，593，252 232， 676， 715 

22.005，300 22，005，300 

22， 005， 300 22，005，300 

1. 183， 501. 808 856，552，173 2，143，530，090 171. 874， 818 2，315.404，908 

99，774，375 83，227，703 191. 137.358 13，945.024 205， 082， 382 

539， 065， 584 363，430.619 940，392，203 78，860.782 1. 019， 252， 985 

260， 205， 635 181. 263， 981 456，397，616 37，858.485 494，256，101 

72，494，032 55，819.811 141， 171. 543 10，772，613 151. 944， 156 

188， 995， 070 153. 682， 792 370，032.991 27，378.279 397.411. 270 

22， 967， 112 19. 127，267 44， 398， 379 3， 059. 635 47，458.014 

3.692，565.274 3，453，248.306 7， 509. 383， 208 960. 572， 226 8，469，955，434 

117，507，749 通 勤 手 当 107.462.860 

391. 762. 788 時 間 外 勤 務 手 当 172.011， 137 

152， 590， 184 住 居 手 当 161. 480. 363 

19，490.440 退 職 手 当 475，459.701 

3， 362. 500 そ の 他 3. 157.383 

1，848.963，201 
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基 金 の 運 用 状 況
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。基金運用状況

地方自治法第 241条第 5項の 規 定 に 基 づ き 、 平 成

元年度における基金の運用状況について報告します。

平成 2年 9月

日野市長 森田喜美男
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基 金 の 種 類

(1) 用品調達基金

(2) 国民年金印紙調達基金

(3) 国 民 健 康 保 険 高 額 療 養 費 貸 付 基 金

(4) 老人入院看護料貸付基金

(5) 土地開発基金
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平成元年度 用品調達基金運用状況報告書

(1) 平成元年度 用品調達基金運用状況

収入額 21， 332， 88 9円

支出額

執行額 21， 3 3 2， 8 8 9円

未収金

執行額

未払金

0円

20， 058， 548円

20， 058， 548円

0円

翌年度繰越額

現 金 3 ， 1 7 4 ， 833円

在庫 2 ， 8 2 5 ， 167円

未収金 0円

未払金 0円

(現金+在庫+未収金) 一未払金= 6，000，000円

回転数 支出額 + 6，000，000円=3 .34 

用品調達基金利子 8， 104円

(一般会計へ)

(2) 年度末における基金の状況

執‘ f丁 額

収

未 収 金

入

lE』3 計

執 fT 額

支

未 払 金

出

よ口』 言十

手IJ 益 . 煩 失

棚

在日

よ 過 不 足 額

る

増

減

差 ヲ| 額

在 庫

現 金
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(単位:円 )

2 1 ， 3 3 2， 889 

。

2 1 ， 3 3 2 ， 889 

2 0 ， o 5 8 . 548 

。

2 0 . o 5 8. 548 

ム 4. 554 

1 1 1 9. 0 

6 . 636 

2 ， 8 2 5 ， 167 

3 . 1 74， 833 



(3) 利益及び損失

〔利益〕

罫紙 B5 

支出伝票

マチ付 (封筒)

(4) 用品過不足調書

(ムは不足分)

差 ヲ| ①-②=ム 4， 5 5 4円

No. ロロロ 名 規 格 単位 数量 単 価 金 客員 備 考

サインペン 黒 (水性〉 箱 726 円 726 円

2 1/ 青(水性) 11 2 726 1.452 

3 // 黒 (油性) // 6 731 4. 386 

4 // 青 (油性 ) 11 ム 2 731 ム1.462 

5 ボールペン 青(ぜ7'=; ) 1/ ム 5 433 ム2.165 

6 ノ/ 赤(ゼ7'=; ) 1/ 5 433 2. 165 

7 11 青(ゼプう) // 10 433 4. 330 

8 1/ 黒 (パイロット) /1 ム l 814 ム814

9 11 赤 (パイロット) 1/ ム 3 814 ム2.442

10 朱 肉 個 ム 3 464 ム1.392

11 スタンプ台 黒 // ム 2 505 ム1.010 

12 糊 チューブ 本 ム 6 49 ム 294 

13 ゼムクリ ップ 4口A 袋 ム l 59 ム 59

14 セロテープ 2 m / rn 巻 60 72 4.320 

15 ノ/ 8 m / m 11 ム l 97 ム 97

16 j向 コ ム 1 =;スチック 個 2 37 74 

17 下 敷 B 5 枚 ム 2 134 ム268

18 ノ¥ サ 、、、、 大 了 ム 10 772 ム7.720

19 ビニー}~テ ープ 青 巻 20 82 1. 640 

20 集計用紙 B 4横 冊 ム i 211 ム211

21 方 眼 出氏 A 4 11 ム l 221 ム221

22 大学ノート 11 ム20 72 ム 1.440 

23 グロー球 2 0 W 個 ム 2 41 ム 82

24 電 池 単 京且 19 91 1. 729 

25 タ ワ ン 大 個 ム 2 78 ム 156

26 // 1/ ム 5 39 ム195

27 雑 巾 枚 ム24 67 ム 1.608 

28 布 巾 11 20 62 1. 240 

29 軍 手 双 ム 2 33 ム 66

30 フイ jレム カ フ 一 本 30 361 10. 830 

6円× 621冊= 3，726円

6円× 189冊 = 1， 134円

3円 x 1， 003枚= 3，009円

計 869円 一一 ① 

〔損 失〕

罫 紙 B 4 70円× 36冊= 2，520円

封 筒(大) 96円× 15束 = 1， 440円

封 筒(中) 39円× 217束= 8，463円

計 12， 423円 一一一 ② 

※ いずれも台帳登記数と在庫数との比較増減

3 2. 8 9 2円ー ム 21.702円=11.190円(過ム不足額 〉
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平成元年度 国民年金印紙調達基金運用状況報告書 4 .平成 2年度基金残(平成元年度繰越)

(単位:円〉

基金の額

50. 000. 000 

印紙

37.228.810 

¥、J
J

・

円

一

・
・
圃
-

n

H

U

 

位
一
金
一
日

単

一

一

1
h

f
¥
四

一

円

i

一

司

l

田
，

一

円

ノ
』

F

4

，EA
 

見一
「

4
14

一
1 .総括表

種 ~IJ 金 客員 内 訳

基金の額 50. 000. 000 

繰63年越度印紙額 34.011.800 2 .参 照

執印 紙行 状購 入況
1. 000. 000. 000 3. 参 昭

執印 紙行 売状 捌況
996. 782. 990 3. 参 照

印紙残額 37.228.810 (前年度，印印B紙紙00繰売越t}lIJ額執00十状0印0紙況購0)0 入執行状況
(34，O1-1+l， Of丁. 000. 000 

- 996.782.990) 

預金残額 12.771. 190 

印紙残内訳
(単位:円〉

2 .昭和 63年度基金繰越額

印紙の種類 印紙枚数 金 客員

1 0円印紙 7 1枚 710 

100円印紙 8 1枚 8 . 100 

000円印紙 1 1 0枚 1 10. 000 

1 O. 000円印紙 5 1枚 5 1 O. 000 

1 00. 000円印紙 1 2 1枚 12. 1 00. 000 

5 0 0 . 000円印紙 4 9枚 2 4 . 5 0 0 . 000 

メEhコ、 計 483枚 3 7 . 2 2 8 . 810 

基金の額

50. 000. 000 

印紙

34.011.800 

、1
Jノ
圃

円
一

.. 
-

ハ
U

位

一
金

一
初

単

一

一

&

f
l
、

-

一

口
円
U

一

円

u
d

.
，
 

一
Fh
d

一
1
i

現
一

5 .回転率

回 転=印紙購入執行状況 ÷ 基金額

2 0 回 = 1. 0 0 O. 0 0 O. 0 0 0円-7- 5 O. 0 0 O. 0 0 0円

3 .執行状況(月別)
(単位:円〉

月 印紙購入状況 印紙売捌状況

4 2 1 O. 0 0 O. 0 0 0 2 0 4. 4 8 4. 3 2 0 

5 8 O. 0 0 O. 0 0 0 9 6. 9 1 5. 8 7 0 

6 7 O. 0 0 O. 0 0 0 6 6. 1 5 6. 8 0 0 

7 7 O. 0 0 O. 0 0 0 6 O. 1 3 4. 0 0 0 

8 7 O. 0 0 O. 0 0 0 7 2. 2 0 2. 4 0 0 

9 8 O. 0 0 O. 0 0 0 6 1. 8 6 5. 2 0 0 

1 0 8 O. 0 0 O. 0 0 0 6 6. 7 2 7. 2 0 0 

1 1 8 O. 0 0 O. 0 0 0 7 3. 1 2 6. 0 0 0 

1 2 7 O. 0 0 O. 0 0 0 7 4. 3 7 4. 4 0 0 

8 O. 0 0 O. 0 0 0 7 1. 5 9 7. 6 0 0 

2 8 O. 0 0 O. 0 0 0 6 4. 4 2 1. 6 0 0 

3 3 O. 0 0 O. 0 0 0 8 4. 7 7 7. 6 0 0 

lEλ 3 5十 1. 0 0 O. 0 0 O. 0 0 0 9 9 6. 7 8 2. 9 9 0 

-202- -203-



平成元年度 国民健康保険高額療養費

貸付基金運用状況報告書

平成元年度 老人入院看護料貸付基金運用状況報告書

(1) 総括

基金の額 円ハH
V

ハH
V

A
H
υ
 

ハH
V

ハH
V

A
H
U
 

ハU
V

噌

E
E
i

(1) 総括

基金の額 1 0， 0 0 0， 0 0 0円
(単位:円〉

(単位:円 )

lX 
年度当初 年 度 末

貸付総額 償還総額 年度末残高
貸付残高 貸付残 高

フE 。 。 。 。10，000，000 

日立
年度当初 年度末

貸付総額 償還総額 年度末現金
貸付残額 貸付残額

6 3 3， 846， 854 17，422，623 14，397，293 6，872，184 3，127，816 

フE 6， 872， 184 11. 975， 540 18，314，359 533， 365 9，466，635 

(2) 月別執行状況

(2) 月別執行状況 (単位:円〉
(単位 :円〉

基 金の額 10， 000， 000 前年度貸付残額 6，872， 184 ぷ 当月 貸付額 当月償還額 当月末貸付残高 当月末残高

4 。 。 。 10，000，000 

5 。 。 。 10，000，000 

6 。 。 。 10，000，000 

7 。 。 。 10，000，000 

8 。 。 。 10， 000， 000 

9 。 。 。 10， 000， 000 

1 0 。 。 。 10， 000， 000 

1 1 。 。 。 10， 000， 000 

1 2 。 。 。 10， 000， 000 

。 。 。 10， 000， 000 

2 。 。 。 10， 000， 000 

3 。 。 。 10，000，000 

合計 。 。 。 10， 000， 000 

作と
当月末

当月貸付額 当月償還額 当月末現金 貸付件数 償還件数
貸付残額

4 2， 693， 783 3，217，442 6，348，525 3，651.475 1 0件 1 1件

5 1， 205， 064 1， 568， 238 5，985，351 4，014，649 5 8 

6 1， 509， 822 2，464，745 5，030，428 4， 969， 572 8 1 0 

7 1. 114， 131 1， 989， 903 4， 154，656 5， 845， 344 6 5 

8 2， 256， 069 1， 406， 985 5， 003， 740 4，996，260 7 5 

9 792， 039 1， 775， 826 4，019，953 5，980，047 6 7 

1 0 220， 071 448， 203 3，791. 821 6， 208， 179 5 5 

1 1 970， 500 1. 228， 461 3， 533， 860 6，466，140 6 1 0 

1 2 618，450 1， 494， 507 2，657，803 7，342，197 5 6 

201. 513 1. 460， 085 1. 399， 231 8， 600， 769 4 8 

2 129， 687 1.102，152 426， 766 9，573，234 3 7 

3 264， 411 157，812 533， 365 9， 466， 635 3 4 

合計 11，975，540 18，314，359 

------------------
6 8 8 6 
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平成元年度 土地開発基金運用状況報告書

(単位 :円)

左 の 内 訳 左の内訳 左 の 内 訳 決算年度末の基金の内訳

決算年度中 決算年度末 決算年度中

前年度末 土地取 決算年度中の 決算年度中の 決算年度中の

得事業 の基金 一般 運用収益 基 金 の 額 の土地売却 l 土地取得事業 土地取得事業 土地取得 運用残額

基金の額 土地保有額 特別会 運用残額 特別会計貸付 事業特別

計へ貸 増加額 財源 積立額 収入額 回 収 額 運用 対象額 基金運用額 土地取得額 特別会計への 土地取得額 会計へ

付中の 貸付中の

もの 積立額 貸 付 額 もの

ACBtCtO) B C D E(F十G) F G HCAtE) K(A十E十I+J) L(MtN) M N QCB-I+M) P(C-J+N) 自(0十E+I-L) 

707，235，301 78，072，486 629，162，815 35，937，837 35， 937， 837 743，173，138 27， 013， 400 770， 186，538 13， 344， 000 13，344，000 64，403，086 678，770，052 
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